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末弘義武氏 

コミ協便り保管者 
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鶴田清人氏 

 

第３代コミ主事 

久永行雄氏 

第９代職員 

萩元達治氏 

第５代職員 

黒武者真理子氏 

第６代職員 

森園美鈴氏 

第７代職員 

中道真奈美氏 

第８代職員 

上野孔子氏 

初代職員 

井上 恵氏 

第２代職員 

宍野典子氏 
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宍野トミ子氏 
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日髙 征氏 

大馬越地区コミ協便りに携わって頂きました創刊号から２００号ま

での歴代会長・地区コミ主事及びコミ職員に集合していただきました 
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大馬越地区コミュニティ協議会役職経歴一覧 

※コミ協会長職 

役職名 氏  名 在職期間 

初代会長 吹田 紘男 平成 16 年 10 月 16 日から平成 23 年 3 月 31 日 

第２代会長 水流 信雄 平成 23 年 4 月  1 日から平成 30 年 3 月 31 日 

第３代会長 末弘 義武 平成 30 年 4 月  1 日から現在に至る 

※地区コミ主事職 

地区コミ主事 氏  名 在職期間 

初代地区コミ主事 大原 春美 平成 16 年 10 月 16 日から平成 24 年 3 月 31 日 

第２代地区コミ主事 鶴田 清人 平成 24 年 4 月  1 日から平成 25 年 3 月 31 日 

第３代地区コミ主事 久永 行雄 平成 25 年 4 月  1 日から現在に至る 

※コミ協職員職 

コミ協職員 氏  名 在職期間 

初代コミ協職員 井上 恵 平成 16 年 10 月 16 日から平成 19 年 3 月 31 日 

第２代コミ協職員 宍野 典子 平成 19 年 4 月 1 日から平成 20 年 3 月 31 日 

第３代コミ協職員 宍野トミ子 平成 20 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日 

第 4 代コミ協職員 日髙 征 平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 5 月 31 日 

第 5 代コミ協職員 黒武者真理子 平成 24 年 6 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日 

第 6 代コミ協職員 森園 美鈴 平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日 

第 7 代コミ協職員 中道真奈美 平成 29 年 4 月 1 日から平成 29 年 9 月 31 日 

第 8 代コミ協職員 上野 孔子 平成 29 年 10 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日 

第 9 代コミ協職員 萩元 達治 平成 30 年 4 月 1 日から現在に至る 

※コミ協便り保管者 

自治会名 氏  名 保存期間 

長野下自治会 浦橋 好三 第１号から１９９号まで保管 

 

今
月
号
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
一
市
四
町
四
村

が
合
併
し
、
薩
摩
川
内
市
が
誕
生
し
、
そ
の
翌
年
に
薩
摩

川
内
市
四
十
八
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
地
区
コ
ミ
毎
に
コ
ミ
協
便
り
の
発
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
地
区
コ
ミ
協
に
於
き
ま
し
て
は
、
な
る
だ
け
多
く

の
情
報
を
地
区
民
に
共
有
す
る
た
め
、
創
刊
号
か
ら
他
の

地
区
コ
ミ
に
無
い
紙
面
を
八
ペ
ー
ジ
使
用
し
、
コ
ミ
協
の

取
り
組
み
、
地
区
の
話
題
、
自
治
会
の
取
り
組
み
及
び
毎

月
の
行
事
日
程
等
を
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
休
刊
し
た
月
は
二
回
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
㍶
に
ウ
ィ

ル
ス
が
感
染
し
た
時
と
平
成
二
十
七
年
八
月
の
台
風
十
五

号
に
よ
る
五
日
間
停
電
に
よ
り
㍶
が
使
用
で
き
な
か
っ
た

時
の
二
回
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
全
て
発
行
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
区
民
に
は
コ
ミ
協
便
り
が
本
当
に
読
ん
で
頂

い
て
い
る
の
か
、
疑
問
視
す
る
こ
と
も
あ
り
、
数
年
前
に

は
コ
ミ
協
便
り
の
必
要
性
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
時
も
あ
り

ま
し
た
。
結
果
は
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
多

数
あ
り
ま
し
た
の
で
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

月
号
は
そ
の
意
味
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
頂
き

ま
し
た
歴
代
の
会
長
・
コ
ミ
主
事
及
び
コ
ミ
協
職
員
並
び

に
大
馬
越
在
住
の
小
中
学
生
に
も
投
稿
し
て
頂
き
ま
し

た
。
紙
面
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
大
馬
越
地
区

の
活
性
化
並
び
に
発
展
に
向
け
て
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の

導
入
、
昨
年
度
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
採
用
と
現
在
遂
行
中
の
ま
る
ご
と
さ
さ
え
愛
事
業
の

更
な
る
充
実
を
含
め
て
、
地
区
民
に
情
報
を
届
け
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
及
び
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 



平成２１年度から令和元年度までの大馬越地区コミへの視察あゆみ【改めてビックリです】 

回数 受入年月日 受入団体名 
参加

者数 
市町村名 視 察 内 容 等 

1 
平成 21 年 

5 月 1日 

隈之城地区コミ協

女性部 
10 薩摩川内市 ２０年度コミュニティ協議会の取り組み 

2 
平成 21 年 

9 月 18 日 

北薩地域振興局 
15  薩摩川内市 共生・協働のまちづくり 

3 
平成 21 年 

9 月 18 日 

吾平地域活性化推

進協 
17 鹿屋市 地域活性化の取り組み 

4 
平成 21 年

12 月 24 日 

埼玉県深谷商業高

校 
20 深谷市 グリーンツーリズム体験修学旅行 

5 
平成 21 年

12 月 16 日 

佐土原市町づくり

会 
23 宮崎市 

コミュニティ協議会と住民協働の活動等 

コミュニティビジネス 

6 
平成 22 年 

1 月 24 日 

草道むらづくり委

員会 
40 薩摩川内市 

コミュニティ協議会と住民協働の活動等 

コミュニティビジネス見学 

7 
平成 22 年 

1 月 25 日 

西諸県農業改良普

及事業 
9 西諸県郡 コミュニティビジネスと地域づくり 

8 
平成 22 年 

2 月 8日 

西方地区コミ協 
20 薩摩川内市 大馬越の取り組み キンカン狩り 

9 
平成 22 年 

2 月 17 日 

広瀬小学校地域づ

くり会 
18 宮崎市 

コミュニティ協議会と住民協働の活動等 

コミュニティビジネス 

10 
平成 22 年 

5 月 14 日 

栗ヶ丘地区公民館 
15 南九州市 共生・協働のまちづくり・生涯学習など 

11 
平成 22 年 

5 月 14 日 

宮脇地区公民館 
14 南九州市 共生・協働のまちづくり・生涯学習など 

12 
平成 22 年 

5 月 18 日 

東市来自治会会長

会 
43 日置市 

協議会と自治会の連携・組織   地域資

源を活かした活性化の取り組み 

13 
平成 22 年 

8 月 10 日 

伊集院自治会長会 
42 日置市 

協議会と自治会の連携・組織   地域資

源を活かした活性化の取り組み 

14 
平成 22 年 

8 月 25 日 

国際協力機構 

(オンジラス) 
8 

全国団体 

(ジャイカ)  

コミュニティ協議会と住民協働の活動等 

コミュニティビジネス 

15 
平成 22 年 

8 月 26 日 

たのＳＥＡ秋穂町

づくり会 
16 山口市 コミュニティビジネスと地域づくり 

16 
平成 22 年 

9 月 7日 

吹上地区自治会会

長会 
60 日置市 

協議会と自治会の連携・組織   地域資

源を活かした活性化の取り組み 

17 
平成 22 年 

9 月 22 日 

水俣市 
25 水俣市 

協議会の組織・構成 活動内容・予算  

収益事業の実践事例 

18 
平成 22 年

10 月 2 日 

日新地区自治会会

長会 
25 日置市 

協議会と自治会の連携・組織   地域資

源を活かした活性化の取り組み 

19 
平成 22 年

10 月 14 日 

宮崎市高岡地区自

治公民館長会 
40 宮崎市 大馬越地区の取り組み 



20 
平成 22 年

10 月 15 日 

農業大学研究科生 
3 南九州市 大馬越地区の取り組み 

21 
平成 22 年

11 月 27 日 

指宿市自治公民館

長会 
50 指宿市 

大馬越地区コミュニティ協議会の運営や

取り組み 

22 
平成 22 年

11 月 15 日 

甑島里支所農業委

員会 
12 薩摩川内市 

大馬越地区コミュニティ協議会のむらづ

くりについて 今後の地区の方向生 

23 
平成 22 年

11 月 17 日 

日吉地区自治会会

長会 
40 日置市 大馬越地区の取り組み 

24 
平成 22 年

11 月 18 日 

田中校区公民館活

動推進委員会 
40 伊佐市 大馬越地区の取り組み 

25 
平成 22 年

11 月 30 日 

出水市高尾野地区 
30 出水市 大馬越地区の取り組み 

26 
平成 22 年

12 月 2 日 

指宿市自治公民館

長会 
50 指宿市 

大馬越地区コミュニティ協議会の運営や

取り組み 

27 
平成 23 年 

1 月 27 日 

姶良・伊佐地域共

生・協働協議会 
35 姶良・伊佐 大馬越地区の取り組み 

28 
平成 23 年 

1 月 31 日 

九州農政局職員 
2 熊本市 

ヒヤリング 活動に至った経緯 軌道に

乗るまでの苦労話 活動内容・体制 

29 
平成 23 年 

2 月 1日 

ジェフリー・アイリ

ッシュ氏 
1 国際大学 

「町の力フォーラム」講演の事前調査 

  

30 
平成 23 年 

2 月 3日 

ＮＨＫディレクタ

－ 
2 鹿児島市 

栗下田の神サー 黒武者田の神講につい

て取材 

31 
平成 23 年 

2 月 8日 

日置市上市来地区

公民館 
30 日置市 

予算 組織 イベント 中山間事業 集

落営農について 

32 
平成 23 年 

2 月 13 日 

きゃんぱく「しそっぷ

の郷へおじゃはんか」 
16 薩摩川内市 

完熟きんかん狩り＆きんかんマーマレー

ドつくり 

33 
平成 23 年 

2 月 17 日 

出水市文化むらづ

くり部会 
20 出水市 大馬越の取組研修 大馬越手作り昼食 

34 
平成 23 年 

3 月 26 日 

きゃんぱく体験プ

ログラム 
25 鹿児島市他 

竹の子ほり・ミニミニ史跡巡り・おかべ昼

食 

35 
2010/7/23

～3 日間 

さくら映画社 
1   

過疎魅力再発見（インターネット動画作成

取材） 

36 
平成 23 年 

6 月 1日 

薩摩川内市初任者

職員 
16 本庁市役所 国・市の初任者研修 

37 

平成 23 年 

6 月 19 日 

棚田田植え・竹細工

ツアー 65 鹿児島市 

内之尾棚田で田植え体験⇒大馬越コミで

昼食（手作り昼食 おかべ等）→竹細工指

導 

38 
平成 23 年 

7 月 11 日 

南九州市自治会活

性化市民検討会 
30 南九州市 協議会制度について 

39 
平成 23 年 

7 月 27 日 

長崎県島原市町内

会・自治会連合会 
35 島原市 大馬越の取組について 



40 
平成 23 年 

8 月 10 日 

北薩地区活性化研

修会 
100 出水市 大馬越の取組について水流会長発表 

41 
平成 23 年 

8 月 19 日 

姶良市地域振興プ

ロジェクト会議 
20 姶良市 

コミュニティの導入・経過及び取組につい

て 

42 
平成 23 年 

9 月 4日 

南さつま市金峰町

白川地区公民館 
30 南さつま市 地域資源を活かした活性化について 

43 
平成 23 年 

9 月 24 日 

共生・協働による地

域ﾘｰﾀﾞｰ 
58 鹿児島市 会長講演と昼食（大馬越特産手作り昼食） 

44 
平成 23 年 

9 月 25 日 

奈良県三宅町町議

会議員 
7 三宅町 まちづくり・地域づくりの取組 

45 
平成 23 年 

9 月 29 日 

朝倉市コミュニテ

ィ振興会 
18 朝倉市 

薩摩川内市における地域コミュニティの

取組 

46 
平成 23 年 

9 月 30 日 

鳥栖市農業員会市

郡連絡協議会 
8 鳥栖市 6 次産業の取組み 

47 
平成 23 年

10 月 4 日 

霧島市公民館役員 

地域振興課職員 
24 霧島市 

大馬越地域における地域まちづくり 

  

48 
平成 23 年

10 月 5 日 

農林水産省九州農

政局 
2 熊本市 ヒヤリング（田舎で働き隊事業について） 

49 
平成 23 年

10 月 6 日 

農林水産省九州農

政局 
2 熊本市 ヒヤリング 町内視察 

50 
平成 23 年

10 月 27 日 

全国町村会長会 
2 東京都 

ヒヤリング 協議会の発足時の経緯 運

営体制 活動状況 事業展開 

51 
平成 23 年

11 月 1 日 

吹上町坊野地区 
25 日置市 

薩摩川内市における地域コミュニティの

取組 

52 
平成 23 年

11 月 8 日 

法政大学長島教授 
2 東京都 

研究のためのヒヤリング 

 

53 
平成 23 年

11 月 24 日 

自治大学１１７期

研修生 
5 東京都 

視察 

   

54 
平成 23 年

11 月 27 日 

ふる里探検隊 
52 鹿児島市 

県職員 鹿児島大学 住民 によるふる

里再発見  

55 
平成 23 年

12 月 11 日 

南大隅根占川北２

２６滑川校区 
25 曽於郡 

協議会の取組 昼食付 

  

56 
平成 23 年

12 月 13 日 

長崎県佐世保市町

連合会 
17 佐世保市 

協議会の取組 

 

57 
平成 23 年

12 月 14 日 

頴娃町別府公民館

連絡 
12 南九州市 

協議会の取組 

  

58 
平成 24 年 

1 月 14 日 

川上地区まちづく

り協議会 
29 串木野市 協議会の取組 昼食付 

59 
平成 24 年 

1 月 18 日 

日奈久まちづくり

協議会 
30 八代市 

地域活性化 

 

     中山間地域の取組 特産品づくり 



60 平成 24 年 

2 月 15 日 

上城井（かみきい）

地区 

5 築上町 

61 
平成 25 年 

5 月 17 日 

下浦地区振興会  
18  天草市   

62 
平成 25 年 

5 月 23 日 

上甑村会長講演 
25  上甑村 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

63 
平成 25 年 

7 月 22 日 

川南町振興会 
2  宮崎県川南町 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

64 
平成 25 年 

7 月 26 日 

県ふるさと保全委

員会 
74  鹿児島市 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

65 
平成 25 年 

7 月 28 日 

野田町自治会 
29  野田町 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

66 
平成 25 年

8 月 20 日 

いちき串木野市職

員 
27  

いちき串木野

市 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

67 
平成 25 年 

8 月 23 日 

日置市中山間地域シン

ポジューム会長講演 
130  日置市 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

68 
平成 25 年 

9 月 19 日 

祁答院町轟地区コ

ミュニティ協議会  
14  薩摩川内市 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

69 
平成 25 年

9 月 25 日 

日置市住吉地区公

民館 
13  日置市 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

70 
平成 25 年 

10 月１日 

宮崎市川南町公民

館 
20  

宮崎県川南町 

 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

71 

平成 25 年 

10 月 2 日 

出水市米ノ津コミュ

ニティ協議会長会講

演  

160  出水市 
大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

72 
平成 25 年 

10 月 16 日 

市民活動実践講座

会長講演 
80  

県民交流セン

ター 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

73 
平成 25 年 

10 月 30 日 

県公民館主事講座 

会長講演  
150  県民交流センター 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

74 
平成 25 年 

10 月 30 日 

波佐見町自治会 
25  長崎市波佐見町 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

75 
平成 25 年 

11 月８日 

県議会議員総務委

員会 
21  鹿児島県 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

76 
平成 25 年 

11 月 18 日 

種子島自治公民館 
15  種子島 

大馬越地区コミュニティ協議会の取り組

み 

77 
平成 25 年 

12 月 3 日 

鹿児島市平川町ま

ちづくり協議会  
20  鹿児島市 コミ協取り組み・特産品づくり 

78 
平成 25 年 

12 月５日 

大分県職員 
3  大分県 コミ協取り組み・特産品づくり 

79 
平成 26 年 

1 月 24 日 

小国町黒淵地区地

域づくり団体 
9  熊本県小国町 コミ協取り組み・特産品づくり 



80 
平成 26 年 

2 月 18 日 

指宿市特産品づく

り協議会 
30  指宿市 特産品づくり  

81 
平成 26 年 

2 月 26 日 

宮崎県日向市まち

づくり協議会 
13  宮崎県日向市 コミ協取り組み・特産品づくり 

82 
平成 26 年 

5 月 29 日 

宮崎県川南町自治

会長 
7  宮崎県川南町 コミ協取り組み・特産品づくり 

83 
平成 26 年 

6 月 6日 

川薩清修館高等学

校生徒 
6  入来町 コミ協取り組み・特産品づくり 

84 
平成 26 年 

6 月 16 日 

鹿児島市地区コー

ディネーター 
6  鹿児島市 コミ協取り組み・特産品づくり 

85 
平成 26 年 

6 月 18 日 

高知県本山町議会

議員・町長 
11  高知県本山町 コミ協取り組み・特産品づくり 

86 
平成 26 年 

9 月 1日 

大隅地区共生・協同

推進協議会 
36  大隅管内 コミ協取り組み・特産品づくり 

87 
平成 26 年 

10 月 21 日 

宮崎県川南町議会

所管事務調査 
6  宮崎県川南町 コミ協取り組み・特産品づくり 

88 
平成 26 年 

11 月 7 日 

県主催地域デビュ

ー 
33  鹿児島県 コミ協取り組み・特産品づくり 

89 
平成 26 年 

11 月 4 日 

国際協力機構研修員

(アフリカ 10 ヶ国) 
13  

全国団体 

(ジャイカ) 
コミ協取り組み・特産品づくり 

90 
平成 27 年 

1 月 13 日 

南九州市佃上受益

者組合役員 
20  南九州市 中山間地域の取組・営農組合 

91 
平成 27 年 

1 月 22 日 

宮崎県日向市まち

づくり協議会 
15 宮崎県日向市 コミ協取り組み・特産品づくり 

92 
平成 27 年 

3 月９日 

八代市泉街づくり

協議会 
20 八代市泉 コミ協取り組み・特産品づくり 

93 
平成 27 年 

12 月 1 日 

出水市西部地区村

づくり推進委員会 
21 出水市 コミ協取り組み・特産品づくり 

94 
平成 28 年 

3 月 23 日 

山口県長門市まち

づくり協議会 
6 山口県長門市 コミ協取り組み・特産品づくり 

95 
平成 28 年 

9 月 16 日 

水引自治会役員 
12 薩摩川内市 コミ協取り組み・特産品づくり 

96 
平成 28 年 

10 月 25 日 

鹿児島市改新地区コ

ミュニティ協議会 
15 鹿児島市 コミ協取り組み・特産品づくり 

97 
平成 28 年 

10 月 31 日 

かごしまネンリン

ピック大学生 
25 鹿児島県 コミ協取り組み・特産品づくり 

98 
平成 28 年 

12 月 2 日 

南九州牧ノ内地区

営農組合 
16 南九州市 中山間地域の取組・営農組合 

99 
平成 29 年 

1 月 17 日 

出水市高尾野町む

らづくり委員会 
9 出水市高尾野町 コミ協取り組み・特産品づくり 

 次ページへ     



100 平成 29 年 

3 月 3日 

日置市日吉町扇尾

地区公民館 

20 日置市日吉町 コミ協取り組み・特産品づくり 

 

101 

平成 29 年 

10 月 5 日 

天草市本渡まちづ

くり協議会 

17 

 
天草市 コミ協取り組み・特産品づくり 

102 
平成 30 年 

2 月 13 日 

曽於市役所集落支

援員 
7 曽於市 コミ協取り組み・特産品づくり 

103 
平成 31 年 

1 月 22 日 

串間市内6地区連携

設立委員会 
12 串間市 コミ協取り組み・特産品づくり 

104 
平成 31 年 

1 月 24 日 

宮崎県日向市まち

づくり協議会合同 
10 宮崎県日向市 コミ協取り組み・特産品づくり 

105 
平成 31 年 

2 月 21 日 

鹿児島市城南校区

まちづくり協議会 
20 鹿児島市 コミ協取り組み・特産品づくり 

◇これまで、国内及び外国からも視察を受け入れており、大馬越地区の活力ある活動と活性化

に向けた取り組みをご紹介しております。 

※現在も視察受入の問い合わせがありますが、コロナ感染予防により受け入れを自粛しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミセンにて視察研修中           受入団体集合写真 

 

 

 

 
    研修時には必ず特産品販売                コミ協先進地研修(毎年実施) 

 

 

 
 

研修時には特産品支援委員により販売             新聞報道掲載 



 

年度 主な出来事 内容 特産品販売 主事 職員 

平成 

１６年度 

市町村合併 

 

きんかんの里営農組合設立 

ふれあい弁当作りと配布事

業 

１０月１２日１市４町4村

で合併 

地元自治会主体で管理・運

営開始 

合併後も継続される 

 

大原 井上 

平成 

１７年度 

協議会設立 

 

 

第１期地区振興計画書策定 

 

といあげ祭り誕生 

 

活性化補助金導入 

 

さなぼり会発足 

伊藤知事と語る会 

大馬越地区文化祭 

マイスター制度スタート 

大馬越地区コミュニティ

協議会設立 ４部会 

コミ協便り創刊号発行 

平成１７年度～２１年度

(５年間) 

 

第１回といあげ祭り開催 

しそソジュース製造に伴

う備品整備２０万円 

鶏料理・男性料理 

入来文化ホールにて 

第１回目開催 

コミセン広場と花壇ブロ

ック積み 

 

大原 井上 

平成 

１８年度 

大馬越幼稚園休園 

 

しそっぶ物語製造 

内之尾棚田で田植え 

第６０回県民体育大会開催 

指定管理制度スタート 

１名の園児が卒園したた

め休園となる 

しそジュース販売開始 

日本の棚田１００選選定 

川薩大会会場(市総合運動

公園陸上競技場) 

大馬越地区コミュニティ

センターをコミ協代行 

しそジュース 

３００本 

味噌   K 

大原 井上 

平成 

１９年度 

世代間交流事業 

 

 

市特産品協会賞 

ほたるの夕べ開催 

親父バンド結成 

まごえのおかべ初売り(第２

弾特産品) 

おおまごえふるさと宅急便

発送 

山之口・大馬越・長野下 

(山下・鹿子田・草渡合同)

鬼火焚き開催 

しそっぷ物語受賞 

第１回ほたるの夕べ開催 

熟年５名で初デビュー 

町内３か所で１００丁限

定販売 

限定５０個全国発送 

コミ協便り・学校便り等も

しそジュース 

５００本 

 

大原 宍野 



 

コミ協玄関スロープ完成 

宝くじ助成事業認可 

 

同封 

高齢者用バリアフリー化 

２５０万円で視聴覚機器・

椅子・テント・倉庫等整備 

平成 

２０年度 

マスコミ４社来訪 

薩摩川内市長賞 

大馬越地区青色パトロール

隊発足 

福祉標語看板設置 

県知事賞 

新聞・テレビ取材 

農業部門受賞 

２３名で発足 

 

各自治会に設置 

共生共同村作り部門受賞 

しそジュース 

１，５００本 

 
大原 宍野 

平成 

２１年度 

九州農政局長賞 

薩摩川内市長賞 

あしたのまちづくり協会賞 

七夕飾り実行委員会賞 

県知事表彰祝賀会 

松下照美さん７０歳の部マ

ラソン優勝 

久しぶりの大雪積雪 

オガタマの木(樹齢１００年

以上)開花 

まちづくり部門受賞 

地方部門受賞 

あしたのまちづくり部門受賞 

頑張り作品賞受賞 

県内外から来賓多数参加 

阿久根ぼんたんマラソン

出場 

地区一帯銀世界 

黒武者隆康さん宅の庭 

しそジュース 

２，０００本 

味噌   K 

大原 宍野 

平成 

２２年度 

七夕飾り実行委員会 

田舎で働き隊事業 

まごえおかべ祭り 

 

第２期地区振興計画書策定 

 

屋外ステージ基礎完成 

東日本大震災発生 

九州新幹線開通 

優良賞作品 

事業開始 

文化史跡を見学した後 

桜の下広場で開催 

平成２２年度～２５年度

(５年間) 

マイスター工事活用 

震度 9 死者２万２千人 

博多駅から中央駅開通 

しそジュース 

３，０００本 

 

 

大原 

 

日 髙 

平成 

２３年度 

福祉標語設置 

各自治会に設置 

大馬越小学校１３名 

入来中学生・一般１９名 

しそジュース 

２，０００本 
大原 

日 髙 

黒武者 

平成 

２４年度 

福祉標語冊子完成 

コミ協便り 

大馬越消防分団表彰 

全世帯に配布 

１００号発行 

市優良分団受賞 

しそジュース 

２，４２０本 

味噌８５K 

鶴田 黒武者 

平成 

２５年度 

全国伝建サミット開催 

 

コミ協便り B5版から 

A４版サイズに変更 

市議会議員との意見交換会 

おれんじ鉄道食堂列車にて

特産品販売 

入来武家屋敷群で開催 

しそジュースも販売 

記事を見やすいように変更 

５名の市議会議員とコミ

協運営委員参加 

食堂列車車内にてしそ 

ジュース販売 

しそジュース 

４，１６４本 

味噌１１８K 

久永 黒武者 



屋外ステージ完成 

 

 

といあげ祭り 

地区文化祭 

有志及びボランティアに

よる念願の屋根付き屋外

ステージ完成 

特別ゲスト招待開始 

特別ゲスト招待 

平成 

２６年度 

会長報酬 15 万円から 20 万

円に 

 

部会の新設 

 

介護予防ボランティア活動

スタンプ開始 

地区コミュニティ活性化補

助金活用 

しそっぶ物語県外販売 

コミ協議会表彰規定制定 

 

第３期地区振興計画書策定 

 

赤ちゃん誕生祝金贈呈 

 

高齢者向け洗濯事業 

 

コミ協主催親善ゴルフ大会

開催 

他の地区と比較して報酬

が低いため値上げ 

 

清浦渓谷・きんかんの里活

性化部会新設 

６５歳以上の方が対象 

 

しそジュース等製造販売

拡充事業に充当 ２００万円 

小倉駅前郵便局内で販売 

功績のあった方への表彰

規定を制定する 

平成２６年度～平成３０

年度(５年間) 

少子化対策として赤ちゃ

ん一人につき１万円贈呈 

高齢者を対象とした毛布

等洗濯事業開始 

若者の参加とコミ協の融

和を図る 

しそジュース 

３,０２４本 

味噌１１８K 

久永 黒武者 

 

平成 

２７年度 

しそジュースラベル変更 地域おこし協隊員により

地域性を生かしたラベル

に変更 

合わせて、しそっぶ物語商

標登録認定 

 

しそジュース 

３，０００本 

味噌２０８K 

 

久永 

 

黒武者 

平成 

２８年度 

長野上自治会解散 

 

５つの部会を２つに集約 

 

 

 

 

 

 

代議員総会から全世帯参加

する方式に変更 

世帯数減と高齢者のみとな

り自治会維持が出来ない 

環境地域づくり部会と青

少年部会を再編し、青少年

環境地域づくり部会 

自治活動部会と健康福祉

部会を再編し、自治活動健

康福祉部会とする 

 

全ての地区民からご意見を

賜るよう全体総会に変更 

しそジュース 

２，０００本 

味噌５０６K 

久永 森園 



平成 

２９年度 

大馬越小学校閉校式及び閉

校記念式典 

コミ協会費の値上 

げ 

選挙規定設定 

 

 

 

 

中牧自治会解散 

 

㈱きんかんの里契約解除 

創立１２４年に幕を閉じ

る 

１，２００円から 

２，６００円に 

これまで、申し合わせで会

長選出を立候補制にする

規定制定 

会長選出についての選挙

規定制定 

少数世帯により運営困難 

で再建を試みられたが契

約解除 今日まで休館 

しそジュース 

２，１１２本 

味噌６４４K 

久永 
中道 

上野 

平成 

３０年度 

旧大馬越小学校閉校跡地活

性化委員会設置 

 

大馬越小学校閉校記念事業

解散式 

旧小学校跡地利用として

コミ協としての運営は難

しいとの結論 

記念誌の完成と共に実行

委員会解散式を実施 

しそジュース 

休止 

味噌８７３K 久永 

 

 

萩元 

 

 

平成 

３１年度 

小豆迫自治会解散 

旧大馬越小学校敷地内除草

委託作業開始 

 

小学校敷地内各自治会か

ら参加して除草作業 

しそジュース 

４５０本 

味噌６６K 

久永 萩元 

令和 

元 年度 

5/1～3/31 

文化祭中止 

 

総会文書採決 

 

まるごとささえ愛事業導入 

コーディネーター職員採用 

 

大馬越地区グラウンドゴル

フ愛好会設立 

中山自治会解散 

第４期地区振興計画書策定 

コロナ感染対策により中

止 

初めての総会中止により

文書採決実施 

支援を受ける方・支援をす

る方による有償ボランテ

ィア活動 

毎週水曜日旧大馬越小学

校グラウンド利活用 

少数世帯で自治会運営困難 

令和元年度～令和５年度

(５年間) 

味噌６４１K 

久永 萩元 

 

令和 

２年度 

薩摩川内地区防犯協会表彰 

 

コロナ感染対策により行事・

イベント自粛 

コミ協便り 

小さな拠点づくり事業 

まえごち短歌会講座閉校式 

大馬越地区青色パトロー

ル隊 

体育関係・といあげ祭り・

高齢者弁当配布中止 

２００号記念保存版作成 

全世帯アンケート実施 

森睦郎氏瑞宝双光章受賞

報告会とまえごち短歌会

講座閉校式 

しそジュース 

５１２本 

味噌４５５K 

 

久永 

 

萩元 



◇コミ協発足から今日まで、地区の皆さん及び関係機関のご支援、ご協力により多種多様の事

業を取り入れて活性化に鋭意努められてまいりましたが、高齢化率が益々上昇しなお一層の過

疎化となりつつあります。再度若者のご意見や自助・共助・扶助の見直しも必要となりつつあり

ます。まだまだ大馬越地区には、団結力と深い絆が残っています。全盛期の活動には及ばないも

のの、知恵を出し合い頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  地区コミ親善ゴルフ大会              まだまだ若いですよ!!(さわやか体操クラブ) 

 

 

 

 

                              コミセン玄関に今も綺麗に 

                  飾って頂いております。 

  活躍する大馬越分団   黒武者昌子さん(76 歳)です 

※大馬越地区コミュニティ協議会設立から現在までの統計テータ     閉校式のビデォ 

年  度 人口  名 世帯数  世帯 高齢化率 ％ 減少率 ％ 

平成１６年度 ８４５ ３５１ ３９．２ 0.0 

１７年度 ８３１ ３４９ ３９．４ 0.2 

１８年度 ８２０ ３４７ ３９．１ 0.2 

１９年度 ８０１ ３４６ ３８．８ 0.5 

２０年度 ７７２ ３３７ ３８．１ 0.9 

２１年度 ７６３ ３４０ ３８．４ 10.0 

２２年度 ７３７ ３３６ ３８．１ 12.8 

２３年度 ７１２ ３３８ ３９．２ 15.8 

２４年度 ６８４ ３３０ ３９．８ 19.1 

２５年度 ６６２ ３３４ ４３．３ 21.7 

２６年度 ６４５ ３３２ ４３．５ 23.7 

２７年度 ６３３ ３２３ ４５．１ 25.1 

２８年度 ６０２ ３０８ ４６．６ 28.8 

２９年度 ５９７ ３１０ ４８．８ 29.3 

３０年度 ５７１ ２９９ ５０．１ 32.4 

令和 元年度 ５５５ ２９４ ５１．６ 34.3 

   ２年度 ５４６ ２９０ ５４．２ 35.4 

※令和１７年度   ２５０   70.4 

※令和１７年度の数値は、今後も同じペースで人口が減少した場合の予想人口です。 



◇大馬越地区コミ協特産品製造許可関係 

区分 
清涼飲料水 

(しそジュース) 

みそ製造 

(田舎味噌自慢) 

豆腐製造 

(まごえおかべ) 

弁当製造 

(ふくれ菓子類) 

食品衛生営業許可

更新期間 

令和７年 

７月３１日まで 

令和７年 

１月３１日まで 

令和７年 

１０月３０日まで 

令和７年 

１月３１日まで 

商標登録使用期間

(１０年間) 

しそっぷ物語® 

令和４年 

７月１日まで 

   

 

 

 

 

 

 

 

  写真 左:しそっぶ物語「しそジュース」中央:味自慢「田舎味噌」右:まごえのおかべ 

※これまで取り組んだ各部会行事・イベント 

開催

月 

自治活動健康 

福祉部会 

青少年環境 

地域づくり部会 
体育部会 事務局関係 

４月 新四役選任 新四役選任 新四役選任 コミ協総会 

あいさつ運動 

５月 自治会長・民生委員・健やか

支援アドバイザーとの意見

交換会 

  

ソフトボール大会 

運営委員会 

６月 ほたるの夕べ 

さなぼり 

特産品製造   

７月 安心安全モデル事業調査 

青色パトロール隊合同出発

式 

特産品販売 

コミセン花壇花植え 

八重山高原星空物語出

店 

ポイ捨て禁止キャーペ

ーン 

バレーボール大会 

親善ゴルフ大会 

旧小学校敷地内除

草作業 

８月  男女料理教室  マイスター工事 

９月 先進地研修視察 

高所作業車による伐採作業 

  運営委員会 

10 月   市民運動会 

小学校運動会 

地区運動会 

旧小学校敷地内除

草作業 

11 月 といあげ祭り 

高齢者ふれあい弁当つくり

と配布事業 

といあげ祭り出店 

産業祭＆JA フェスタ

出店 

  



高齢者毛布洗濯事業 

12 月  コミセン花壇花植え 

門松設置加工室清掃 

 運営委員会 

年末大掃除 

１月 わくわくまごえん子塾    

２月 地区文化祭 地区文化祭支援 地区文化祭支援 旧小学校敷地内除

草作業 

３月 年間の総括 年間の総括 年間の総括 運営委員会 

◇各部会共通  あいさつ運動毎月２０日実施  青色パトロール隊 毎日地区内巡回  

青少年環境地域づくり部会   赤ちゃん誕生祝金支給  

自治活動健康福祉部会     １００歳到達者祝金支給 

◇事務局    毎月コミ協便り発行 

        本年度から小さな拠点づくり事業調査 

※大馬越地区自主講座及びサロン開設数 

自主講座名 講   座   内  容 代表者若しくは責任者 

大正琴 琴の奏でる琴演奏      上野 孔子 

さわやか体操クラブ 柔軟体操及び童謡練習 古川 明子 

生命の体操 健康体操 前田たみ子 

わっはは体操 健康体操 手打 雅子 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週水曜日練習 上野 良和 

親父バンド 懐メロ等音楽演奏 宍野 克己 

まえごち短歌会 四季の旅情等句にする 本年１０月解散 

宮田ケ原遊遊サロン 出会いの場，交流の場，仲間づくりの場 大園 禮子 

大馬越楽楽サロン 出会いの場，交流の場，仲間づくりの場 大原 春美 

長野長寿会サロン 出会いの場，交流の場，仲間づくりの場 浦橋 好三 

山之口紫陽花サロン 出会いの場，交流の場，仲間づくりの場 梶木 順子 

◇大馬越地区の春夏秋冬                   ◇大馬越地区主要農産物                                        

 

   

 

 

 

 

清浦ダム桜群           長野ノ滝         県認証いりき金柑栽培 

 

 

 

 

 

 

 内之尾棚田１００選       大馬越自治会紅葉       ゴーヤ栽培 



 

 

 

 

 

 

 長野下彼岸花通り         掛け干し稲          ハウス花卉栽培 

                              

 

 

 

 

 

 コミセン花壇の紫陽花      わらこずんに積雪         お茶団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代会長 

吹田氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２代目会長 

 水流氏 

 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 

 

初
代
コ
ミ
協
会
長 

吹
田
紘
男 

 
 

コ
ミ
協
便
り
発
刊
二
百
号
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
発
行
に
携
わ
れ
た
主
事
三
名
様
の
大
変
な
ご
苦
労

の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。 

 

行
事
は
土
曜
及
び
日
曜
・
祭
日
に
行
わ
れ
る
の
が
多
く
、
写

真
撮
影
と
原
稿
に
休
む
暇
な
ど
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
の
が
現

実
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

行
政
は
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
を
発
足
さ
せ
、
市
街
地
区

は
大
規
模
の
世
帯
、
我
が
協
議
会
は
小
規
模
の
ほ
う
で
金
銭

的
に
は
大
変
苦
労
が
有
り
ま
し
た
が
、
補
助
金
の
出
る
よ
う

な
企
画
に
は
主
事
が
積
極
的
に
申
請
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

倉
庫
・
備
品
等
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
産

品
作
り
は
部
長
を
中
心
に
、
女
性
陣
の
張
り
切
り
は
真
剣
で
、

部
員
総
動
員
で
打
合
せ
・
研
修
・
耕
地
・
種
ま
き
・
植
え
付
け

・
刈
取
り
・
試
作
品
作
り
・
完
成
品
・
販
売
発
送
と
大
変
な
苦

労
の
結
集
で
し
た
。
お
か
げ
で
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
行
政
は
コ
ミ
協
制
度
を
広
め
る
為
、
大
馬
越
地
区

コ
ミ
協
へ
取
組
等
の
受
講
生
を
県
内
外
か
ら
大
勢
送
り
込
ん

で
来
ま
し
た
。
特
産
品
は
販
売
出
来
ま
し
た
が
色
々
な
面
で

担
当
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
を
掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
等
全
て
携

わ
れ
た
方
々
並
び
に
住
民
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
し
た
。
役

員
部
員
今
後
も
夫
々
お
体
に
御
注
意
さ
れ
張
り
切
っ
て
下
さ

い
。 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 

第
二
代
コ
ミ
協
会
長 

水
流
信
雄 

 

毎
日
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
朝
刊
の
新
聞
で
、
又 

毎
月
の
楽
し
み
は
心
を
込
め
て
八
ペ
ー
ジ
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
発
行
さ
れ
る
最
も
身
近
な
話
題
の
コ
ミ

協
だ
よ
り
で
す
。
二
百
号
と
聞
け
ば
特
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
市
四
町
四
村
が
十
分
な
合
併

協
議
を
重
ね
て
、
合
併
新
市
が
平
成
十
六
年
十
月
生

ま
新
市
が
一
様
に
地
域
単
位
で
活
躍
で
き
る
地
域

の
事
は
地
域
の
人
達
の
手
で
取
組
む
こ
と
を
主
に

市
内
小
学
校
区
四
十
八
の
コ
ミ
協
が
発
足
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ミ
協
で
特
徴
的
な
活
動
・
地
域
づ
く
り
が

あ
り
私
た
ち
大
馬
越
コ
ミ
協
も
他
に
ひ
け
を
取
ら

な
い
よ
う
な
活
動
が
さ
れ
今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
も
「
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」
を
は
じ
め
地
域
特
産

品
な
ど
も
先
輩
方
の
ご
苦
労
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
当
コ
ミ
協
の
取
り

組
み
が
多
方
面
に
評
価
さ
れ
て
県
内
外
か
ら
多
く

研
修
に
見
え
、
又
県
内
一
円
講
演
に
も
主
事
や
し
そ

ジ
ュ
ー
ス
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
出
か
け
た
こ
と
が
、
懐

か
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
益
々
地
域
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
く
る
中
コ
ミ
協
・
コ
ミ
協
便
り
の
果
た

す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 中央 ３代目末弘会長と現在の 

三役及び事務局職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミ協便り保管者 

  浦橋氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代地区コミ主事 

  大原氏 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 

 
 
 
 

第
三
代
コ
ミ
協
会
長 

末
弘
義
武 

 

薩
摩
川
内
市
に
合
併
し
て
十
六
年
目
、
今
ま
で
歴
代
コ
ミ
会
長
・

主
事
・
職
員
の
皆
様
の
努
力
が
あ
っ
て
コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り
二
百
号

達
成
で
き
る
事
は
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
二

年
度
は
コ
ロ
ナ
の
発
生
で
コ
ミ
行
事
も
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
二
年
十
月
現
在
、
大
馬
越
地
区
は
高
齢
化
五
十

四
．
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
十
一
自
治
会
も
現
在
は
七
自
治
会
人
口
は

五
百
三
十
一
人
に
な
り
ま
し
た
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
で
大
馬
越
地
域
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心

に
大
馬
越
の
活
性
化
に
望
む
方
針
で
す
。
時
代
の
流
れ
と
は
言
え

こ
れ
だ
け
急
激
に
世
の
中
の
変
化
に
な
ろ
う
と
は
誰
も
予
測
が

出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

世
の
中
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 

長
野
自
治
会 

浦
橋
好
三 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す

。
平
成
十
七
年
四
月
コ
ミ
協
設
立
後
今
日
ま
で
、
十
五

年
有
余
に
わ
た
り
「
地
区
の
出
来
事
」・「
地
域
の
出
来

事
」・「
市
内
全
般
の
出
来
事
」
等
々
他
紙
に
比
べ
「
勝

る
と
も
決
し
て
お
と
ら
な
い
」
圧
倒
的
な
量
の
紙
面
で

地
区
住
民
に
情
報
を
詳
細
に
渡
っ
て
お
知
ら
せ
頂
き
、

世
間
の
出
来
事
を
地
区
住
民
が
等
し
く
共
有
し
な
が

ら
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
大
馬
越
地
区
一

住
民
と
し
て
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日

ま
で
の
歴
代
の
「
会
長
」・「
主
事
」・「
職
員
」
各
位
の

奮
励
努
力
に
対
し
て
深
謝
申
し
上
げ
一
読
者
と
し
て
、

節
目
の
二
百
号
発
刊
の
お
祝
い
と
、
併
せ
て
今
後
益
々

の
コ
ミ
協
及
び
役
職
員
の
御
発
展
を
御
祈
念
申
し
上

げ
お
祝
い
の
一
端
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
私
の
宝
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
コ
ミ
協
便
り
全
て
大
事
に
保
管
し
、
何
か
あ
っ

た
時
は
、
本
棚
か
ら
取
り
出
し
て
そ
の
当
時
の
事
を
再

読
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

初
代
地
区
コ
ミ
主
事 

大
原
春
美 

 

二
百
号
発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

コ
ミ
協
発
足
の
時
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
が
出
来
た

ら
い
い
と
の
事
で
コ
ミ
主
事
を
引
き
受
け
ま
し
た
。 

し
か
し
、
発
足
し
た
ら
本
所
か
ら
次
々
と
来
る
メ
ー

ル
・
提
出
物
・
コ
ミ
協
便
り
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
四

苦
八
苦
の
私
で
し
た
。
そ
こ
で
コ
ミ
協
職
員
の
井
上

恵
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
大
変
た
す
か

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
コ
ミ
協
便
り
の
作
成
は
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
コ
ミ
協
活
動
の
様
子
、
地
区

の
話
題
等
な
る
べ
く
多
く
の
皆
様
の
紹
介
を
と
心

が
け
て
い
ま
し
た
、
公
文
発
送
に
間
に
合
わ
ず
自
治

会
長
さ
ん
宅
へ
直
接
お
届
け
す
る
事
も
あ
り
、
お
陰

様
で
大
馬
越
校
区
全
体
を
周
り
、
校
区
の
様
子
を
知

る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
又
多
く
の
皆
様
方
と
の
ふ

れ
あ
い
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
更
に
、
お
お
ま
ご
え
が
、
コ
ミ
協
便
り
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
（
藤
井
公
則
氏
作
）
の
馬
の
如
く
、
飛
躍

さ
れ
ま
す
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ミ
協
便
り
２
０
０
号
発
行
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
三
代
地
区
コ
ミ
主
事 

 

鶴
田
清
人 

コ
ミ
協
便
り
２
０
０
号
発
刊
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
の
コ
ミ
協
だ
よ
り
は
、
膨
大
な
ペ
ー
ジ
数
で
コ
ミ
協

の
活
動
状
況
・
各
部
の
取
組
・
地
域
の
情
報
と
記
事
の
編
集
に
、
昼
夜
を

問
わ
ず
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
担
当
者
の
使
命

と
努
力
の
成
果
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
に
も
原
稿
依
頼
が
あ
り
、

在
職
１
年
の
身
で
あ
り
な
が
ら
寄
稿
す
る
の
に
戸
惑
い
な
が
ら
ペ
ン
を

走
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
わ
ず
か
１
年
の
在
職
時
の
思
い
出
～
超
ベ
テ
ラ
ン

の
才
女
、
大
原
春
美
コ
ミ
主
事
の
後
任
と
し
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

な
が
ら
の
勉
強
の
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
事
務
の
内
容
を
聞
き
な
が

ら
「
引
継
書
は
な
か
と
？
」
と
尋
ね
た
ら
、
「
そ
げ
な
と
は
な
か
ど
！
市

役
所
職
員
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
。
今
度
、
あ
た
い
が
副
会
長
に
な
る
か
ら
引

継
は
そ
の
都
度
す
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
一
蹴
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
さ

ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
毎
日
の
ご
と
く
顔
を
出
さ

れ
「
い
け
ん
な
。
コ
ミ
協
だ
よ
り
は
出
来
た
け
！
」
と
き
づ
か
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
や
さ
し
い
姉
御
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。（
感
謝
・
感
謝
）
わ
ず
か
１
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
水
流
会

長
を
は
じ
め
、
コ
ミ
協
役
員
の
皆
様
、
各
部
長
の
皆
様
、
地
区
の
皆
さ
ん

方
に
は
、「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
・
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
・
と
い
あ
げ
祭
・
文

化
祭
」
と
行
事
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
・
感
謝
で
す
。
私
も
、
山
田
地
区
の
コ
ミ
会
長
と
し
て
推
薦
さ
れ
、

大
馬
越
地
区
の
経
験
を
活
か
し
て
と
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
、
会
議
等
全
て
が
中
止
・
自
粛
で
活
動
は
「
絵
に

描
い
た
餅
」
の
有
様
で
す
。
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
居
る
と
こ
ろ

で
す
。
大
馬
越
地
区
コ
ミ
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
大
馬
越
地
区
の
皆
さ
ん
の

ご
健
康
を
お
祈
り
し
私
の
寄
稿
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
行
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 

第
三
代
地
区
コ
ミ
主
事 

久
永
行
雄 

 

合
併
後
第
一
号
か
ら
今
回
号
で
コ
ミ
協
便
り
が
節
目
の

二
百
号
を
発
行
出
来
た
事
に
、
歴
代
の
会
長
、
コ
ミ
主
事
及

び
コ
ミ
協
職
員
の
協
力
的
な
ご
支
援
を
頂
い
た
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
間
、
コ
ミ
協
の
取

り
組
み
を
主
に
、
地
域
の
皆
様
方
か
ら
の
出
来
事
又
は
ま

ち
の
話
題
等
、
日
々
生
活
に
関
わ
り
つ
つ
あ
る
記
事
を
届

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
校
正
作
業
は
二
名
の
外
部
協
力
員

に
毎
回
お
願
い
し
、
な
る
だ
け
ミ
ス
の
な
い
コ
ミ
協
便
り

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
に
は
誤
字
、
脱
字

等
発
行
し
て
か
ら
電
話
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
情

報
に
は
、
新
聞
、
市
報
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー
ト
ホ

ン
等
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
協
便
り
は

地
区
の
最
新
情
報
版
と
し
て
、
今
後
も
発
行
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
歴
代
の
会
長
、
コ
ミ
主

事
、
コ
ミ
協
職
員
及
び
大
馬
越
地
区
在
住
の
小
中
学
生
の

児
童
・
生
徒
さ
ん
に
も
、
投
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
出
来

れ
ば
生
徒
さ
ん
達
の
ご
感
想
も
事
務
局
に
頂
け
ば
幸
い
で

す
。
今
回
原
稿
を
頂
き
ま
し
た
関
係
者
に
中
心
よ
り
お
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
各
ペ
ー
ジ
余
白
を
利
用

し
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
記
録
と
し
て
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
掲

載
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
白
黒
で
し
か
各
世
帯
に
は
配

布
で
き
ま
せ
ん
が
、
カ
ラ
ー
版
は
イ
ン
ネ
ッ
ト
で
「
大
馬
越

地
区
コ
ミ
」
と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
で
も
可

能
で
す
。
最
後
に
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
自
粛
若
し
く
は
中
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
や
再
会
の
時
が
来
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
ま
で
、
ご
辛
抱
く
だ
さ
い
。 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 
 

初
代
地
区
コ
ミ
職
員 

井
上 

恵 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
の
発
行
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
今
日
の
大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
市
町
村
合
併
と
同
時
に
約
二
年
半
協
議
会
職
員

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
何
も
わ
か
ら

ず
全
く
の
手
さ
ぐ
り
状
態
で
の
出
発
で
し
た
。 

コ
ミ
協
立
ち
上
げ
か
ら
活
動
が
軌
道
に
の
る
ま
で
、
関

わ
る
人
々
皆
が
「
一
生
懸
命
」
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
仕
事
の
多
さ
に
正
直
大
変
さ

を
感
じ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ミ
協
活
動
を
通
し

て
多
く
の
皆
様
と
知
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま
た
色
々

な
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
私
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
と
な
り
、
現
在
の
仕
事
に
も
大
い
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。 

少
子
高
齢
・
過
疎
化
が
進
む

中
、
地
区
コ
ミ
協
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
の
益
々
の
ご
発
展
、
そ
し
て

地
区
の
皆
様
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 

第
二
代
地
区
コ
ミ
職
員 

宍
野
典
子 

  

大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
私
が
コ
ミ
協
に
お
世
話

に
な
っ
た
の
は
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
を
本
格
的
に
製
造
・
販

売
を
開
始
す
る
頃
で
し
た
。
毎
日
毎
日
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
私
に
主
事
の
大
原
さ
ん
は
て
い
ね
い
に
い
ろ

い
ろ
教
え
て
下
さ
り
、
会
長
の
吹
田
さ
ん
も
親
切
に
御

指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
事
感
謝
い
た
し
ま
す
。
他
地
域

に
来
て
人
の
顔
も
鹿
児
島
の
言
葉
も
わ
か
ら
な
く
会

話
も
ち
ぐ
は
ぐ
だ
っ
た
私
を
地
域
の
人
達
は
や
さ
し

く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
人
情
深
い
こ
の
土
地
な

ら
で
は
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ミ
協
の
多
岐
に
わ

た
る
活
動
で
本
当
に
忙
し
い
毎
日
で
し
た
が
勉
強
さ

せ
て
頂
く
事
ば
か
り
だ
っ
た
な
あ
と
懐
か
し
く
思
い

出
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
大
馬
越
コ
ミ
協
の
活
動
を
陰
な
が
ら
応

援
し
つ
つ
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 

第
三
代
地
区
コ
ミ
職
員 

宍
野
ト
ミ
子 

 
 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
行
記
念
、
大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
平
成
二
十
年
よ
り
大
原
主
事
の
下
で
職

員
を
務
め
ま
し
た
。
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
出
来
た
お

陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
以
前
よ
り
足
の
痛
み
を
抱
え

二
年
間
楽
し
い
日
々
で
し
た
。
基
本
的
な
お
ト
イ
レ
の
掃

除
・
他
の
掃
除
・
来
客
の
接
待
の
仕
方
等
、
笑
顔
で
や
さ

し
く
細
か
く
教
え
て
下
さ
り
大
変
貴
重
な
日
々
で
し
た
。

し
そ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
が
始
ま
り
し
そ
む
し
り
は
大
勢
で

雑
談
し
乍
ら
楽
し
く
ア
キ
姉
も
喜
ん
で
参
加
し
笑
顔
で

楽
し
ん
で
ま
し
た
。
秋
の
運
動
会
は
前
日
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
方

と
品
物
を
準
備
し
当
日
は
順
番
通
り
並
べ
、
多
量
の
品
で

し
た
。
宝
釣
り
は
姉
を
モ
デ
ル
に
作
っ
た
短
歌
で
す
「
宝

釣
り
大
き
な
ザ
ル
に
満
面
の
笑
み
の
姉
と
は
ず
む
昼
食
」

ほ
た
る
祭
り
・
と
い
あ
げ
祭
り
・
八
重
山
の
夏
祭
り
他
い

ろ
い
ろ
と
イ
ベ
ン
ト
に
大
馬
越
の
楽
し
い
思
い
出
が
い

っ
ぱ
い
で
す
、
今
後
も
最
低
限
の
イ
ベ
ン
ト
を
期
待
し
、

終
わ
り
ま
す
。 

 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
行
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 

 
 

第
四
代
コ
ミ
協
職
員 

日
髙 

征 

 
 私

が
病
気
に
な
り
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
第
一
歩 

と
し
て
、
コ
ミ
協
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
生

活
す
る
こ
と
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が

、
当
時
の
吹
田
会
長
、
大
原
主
事
、
協
議
会
の
皆
様
、
大
馬
越

地
区
の
皆
様
に
と
て
も
親
切
に
し
て
頂
き
、
と
て
も
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
大
馬
越
コ
ミ
協
で
の
様
々
な
行
事
は
、
初
め

て
の
体
験
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆
様
の
団
結
力
の
す
ご
さ
に

感
動
し
、
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
事
が
、
今
で
は
大
変
貴
重
な

楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
れ
か
ら
完
全
に
社

会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
馬
越
コ
ミ
協
は
、
都

会
で
は
味
わ
え
な
い
良
い
部
分
が
前
面
に
出
て
い
る
協
議
会

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
馬
越

コ
ミ
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
大
馬
越
地
区
の
皆
様
に
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 

第
五
代
地
区
コ
ミ
職
員 

黒
武
者
真
理
子 

 

私
に
と
り
ま
し
て
、
職
員
と
し
て
勤
め
た
四
年
間

の
日
々
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
、
亡
き
母
の
介
護
と
重
な
り
、
時
間
を
、

ど
の
よ
う
に
工
面
し
て
働
い
た
か
、
記
憶
に
残
っ
て

い
な
い
く
ら
い
夢
中
な
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

主
人
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
多
く
い
た
だ
い
た
事
に
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
、
改
め
て
思
う
こ
と
は
、「
お
か
げ
さ
ま
」
と
い
う

気
持
ち
を
大
切
に
、
日
々
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
い

う
事
で
す
。 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

第
六
代
地
区
コ
ミ
職
員 

森
園
美
鈴 

二
百
号
発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
地
区
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
に
対

す
る
情
熱
に
触
れ
楽
し
く
仕
事
が
出
来
て
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
年
に

一
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
セ
ン
の
加
工

室
で
味
噌
づ
く
り
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
が

そ
の
時
に
皆
さ
ん
が
元
気
な
声
で
出
迎
え
て

く
だ
さ
り
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
。 

今
後
の
発
展
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

第
七
代
地
区
コ
ミ
職
員 

中
道
真
奈
美 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
が
大
馬
越
コ
ミ
協
の
職
員
と
し
て
業

務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
半
年
間
で

し
た
。
そ
の
中
で
、
み
そ
造
り
や
し
そ
ジ
ュ
ー
ス

造
り
を
始
め
、
歴
史
あ
る
大
馬
越
小
学
校
の
閉
校

と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
非
常

に
思
い
入
れ
の
あ
る
記
念
事
業
で
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ま
の

団
結
力
や
絆
、
地
域
へ
の
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
コ
ミ
協
を
離
れ
た
現
在
も
、
み
そ
造
り
に
毎

回
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
大
馬
越
コ
ミ
協
職
員
を
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

未
筆
な
が
ら
、
大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
便
り
が
こ

れ
か
ら
も
発
行
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
行
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

第
八
代
コ
ミ
協
職
員 

上
野
孔
子 

 

私
は
、
第
八
代
コ
ミ
協
職
員
と
し
て
中
道
さ
ん
の
後
、
十

月
か
ら
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
当
時
は
大
馬
越
小
学
校
の
閉
校
記
念
事
業
の
真
最
中

で
、
無
我
夢
中
で
業
務
に
取
り
組
み
、
翌
年
三
月
閉
校
式
が

盛
大
に
無
事
出
来
ま
し
た
こ
と
を
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
お
り
ま
す
。
コ
ミ
協
便
り
の
作
成
に
は
、
コ
ミ
主
事
が

主
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
私
は
裏
方
と
し
て
、
行
事

等
の
調
整
、
印
刷
及
び
各
自
治
会
へ
の
仕
分
け
作
業
が
主

で
し
た
。
毎
月
発
行
す
る
た
び
に
一
ケ
月
過
ぎ
る
の
が
と

て
も
早
く
感
じ
た
毎
日
で
し
た
。
毎
月
コ
ミ
協
便
り
が
手

元
に
届
く
と
、
コ
ミ
協
の
取
り
組
み
や
、
地
区
の
話
題
等
詳

し
く
掲
載
さ
れ
、
今
月
号
は
ど
ん
な
記
事
か
な
ぁ
と
隅
々

ま
で
読
み
、
特
に
毎
月
の
行
事
日
程
は
、
欠
か
か
せ
ま
せ
ん

。
冷
蔵
庫
に
い
つ
も
張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
大
馬
越
地

区
発
展
の
た
め
の
情
報
を
コ
ミ
協
便
り
に
随
時
掲
載
さ
れ

ま
す
様
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 

第
九
代
コ
ミ
協
職
員 

萩
元
達
治 

 

コ
ミ
協
便
り
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
十
六
年
が
経
過

し
て
お
り
、
住
民
と
し
て
歴
代
主
事
に
は
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
九
代
目
の
職
員
と
し
て
コ
ミ
協
便
り
に
は
カ

レ
ン
ダ
ー
作
成
と
印
刷
・
折
り
込
み
の
作
業
の
み
で
、

毎
回
八
ペ
ー
ジ
以
上
の
記
事
を
作
成
で
き
る
主
事
に

は
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
ほ
か
の
コ
ミ
協
の
記
事

数
は
二
～
四
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
倍
の
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
に
は
無
理
で
す
。
職
員
と
し
て
前
任
者
は

小
学
校
閉
校
記
念
事
業
が
あ
り
、
自
分
が
引
き
継
い
だ

記
念
誌
の
発
送
作
業
・
出
納
簿
の
ま
と
め
作
業
だ
け
で

も
大
変
な
作
業
で
あ
り
、
ご
苦
労
が
会
計
簿
で
伺
え
ま

す
。
前
会
長
や
前
職
員
の
推
薦
で
、
経
験
の
な
い
業
種

で
務
ま
る
か
不
安
で
し
た
が
一
応
パ
ソ
コ
ン
が
使
え

た
の
で
主
事
の
教
育
で
何
と
か
業
務
が
進
行
出
来
る

状
態
に
な
り
ま
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
便
り
二
百
号
発
行
に
寄
せ
て 

 
 

 
 
 
 
 

薩
摩
川
内
市
役
所
地
域
政
策
課 

橋
口
武
司 

  

こ
の
度
は
、
二
百
号
発
行
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
馬
越
地
区
コ
ミ
協
便
り
は
ペ
ー

ジ
数
が
多
く
、
関
心
を
ひ
く
写
真
が
多
数
載
せ
て
あ
り
親
し
み
や

す
い
文
章
で
、
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ミ
協
便

り
で
地
区
コ
ミ
の
活
動
の
発
信
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
区
の

皆
様
に
認
知
さ
れ
活
動
へ
の
協
力
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
区
外
に
も
発
信
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
の
増
加
に
も
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
大
馬
越
と
言
っ
た
ら
、「
し

そ
っ
ぷ
物
語
」
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
と
「
味
自
慢
田
舎
味
噌
」。
更
な
る

情
報
発
信
に
よ
っ
て
、
大
馬
越
の
イ
メ
ー
ジ
や
知
名
度
が
高
ま
り

、「
大
馬
越
い
い
ね
」
と
思
う
フ
ァ
ン
が
も
っ
と
増
え
る
と
と
も
に

、
地
区
の
皆
様
も
大
馬
越
の
魅
力
を
再
認
識
さ
れ
、
地
区
へ
の
誇

り
や
愛
着
が
高
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ
た
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
大
馬

越
地
区
の
更
な
る
発
展
と
、
地
区
の
皆
様
の
増
々
の
御
健
勝
と
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 



『入来小学校及び入来中学校生徒さんからも投稿していただきました。』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入
来
小
学
校
と
一
緒
に
な
っ
て 

 
 

入
来
小
学
校 

一
年 

ま
つ
も
と 

あ
す
か 

  
 

わ
た
し
は
、
い
り
き
小
学
校
の
一
ね
ん
せ
い
で
す 

四
が
つ
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
が
っ
こ
う
に
い
き
ま
す

。
み
ん
な
で
の
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

い
り
き
小
学
校
で
は
、
と
も
だ
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
た

の
し
い
で
す
。
あ
そ
ぶ
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
み
ん

な
で
あ
そ
び
ま
す
。 

 

も
し
、
大
ま
ご
え
小
学
校
に
い
っ
て
い
た
ら
、
一
ね
ん

せ
い
は
三
人
だ
っ
た
け
ど
、
た
の
し
か
っ
た
と
お
も
い
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
か
ん
じ
を
た
く
さ
ん
お
ぼ
え
た
い

で
す
。
そ
れ
と
、
お
と
も
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い

で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す 

  

入
来
小
学
校
へ
と
う
合
し
て
思
う
こ
と 

 
  

 
 
 

入
来
小
学
校 

四
年 

松
元 

佐
和
子 

  
 

わ
た
し
は
、
入
来
小
学
校
の
四
年
生
で
す
。
学
校
ま
で
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
大
馬
ご
え
小
学
校
の
前
に
来
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
す
。
一
年
生
の
時
は
、

大
馬
ご
え
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
同
級
生
は
み
ん
な

で
六
人
で
し
た
。
今
は
、
四
年
生
で
二
十
八
人
い
ま
す
。
小
学

校
が
と
う
合
し
て
思
う
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
楽
し
い
こ
と
が

あ
っ
て
大
変
な
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
馬
ご
え

小
学
校
の
時
は
、
全
員
で
十
六
人
だ
っ
た
け
ど
、
昼
休
み
は
、

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し

た
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
入
来
小
学
校
は
、
一
年
生
か
ら
六
年

生
の
み
ん
な
で
遊
ぶ
こ
と
は
な
い
け
ど
、
ク
ラ
ス
で
色
ん
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
勉
強
も

ど
ん
ど
ん
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
く
け
ど
、
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。 

 

ぼ
く
の
十
年
後
の
夢
は 

 
  

 
 

入
来
小
学
校 

四
年 

猪
俣 

奏
音 

  
 

ぼ
く
が
十
年
後
に
な
り
た
い
夢
は
、
ゲ
ー
ム
を
作
る

人
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ゲ
ー
ム
が
好
き
だ

か
ら
と
、
工
作
を
す
る
の
が
楽
し
い
の
と
、
自
分
が
作

っ
た
ゲ
ー
ム
を
、
み
ん
な
に
買
っ
て
も
ら
い
家
族
や
み

ん
な
で
え
が
お
で
遊
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
か

ら
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
時
々
、
ゲ
ー
ム
の
Ｃ

Ｍ
（
シ
ー
エ
ム
）
や
ニ
ュ
ー
ス
で
、
自
分
も
ゲ
ー
ム
を

作
っ
て
み
た
い
と
思
わ
さ
れ
て
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

て
宿
題
が
終
わ
っ
た
ら
、
紙
な
ど
で
作
る
時
が
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
が
作
っ
た
ゲ
ー
ム
で
弟
や
家
族
が
「
え
が
お

」
に
な
れ
る
と
い
い
で
す
。 

ゲ
ー
ム
を
作
る
人
に
な
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強

を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
年
後
の
大
馬
ご
え
地
区
に
お
も
う
こ
と 

 
 
 
 
 

入
来
小
学
校 

四
年 

豊
田 

楓 

  
 

私
は
、
十
年
後
の
大
馬
ご
え
地
区
に
つ
い
て
、
思

う
こ
と
は
、
し
ぜ
ん
が
大
好
き
だ
し
、
ち
い
き
の
方

が
た
も
す
ご
く
や
さ
し
い
か
ら
、
し
あ
わ
せ
で
す
。 

十
年
後
も
、
や
さ
し
さ
や
・
注
意
を
し
て
、
き
そ
く

た
だ
し
い
大
馬
ご
え
を
か
ん
せ
い
さ
せ
た
い
で
す
。 

 

今
の
子
ど
も
で
、
大
馬
ご
え
を
し
あ
げ
て
、
大
馬

ご
え
小
学
こ
う
を
ふ
っ
か
つ
さ
せ
て
、
ま
た
楽
し
い

大
馬
ご
え
で
、
運
動
会
や
学
し
ゅ
う
は
っ
ぴ
ょ
う
会

を
、
ま
た
大
馬
ご
え
で
や
り
た
い
で
す
。 

大
馬
ご
え
が
ふ
っ
か
つ
す
る
時
を
ま
っ
て
い
ま
す
、

そ
し
て
ふ
っ
か
つ
し
た
ら
、
子
ど
も
が
す
く
な
く
て

も
い
い
か
ら
、
何
年
も
大
馬
ご
え
が
「
へ
い
こ
う
」

し
な
い
で
、
ふ
っ
か
つ
し
た
ま
ま
つ
づ
け
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。 

  

 

十
年
後
の
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 

入
来
小
学
校 

六
年 

村
松 

琉
夏 

  
 

ぼ
く
の
十
年
後
の
夢
は
、
釣
り
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
漁
師

に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
今
も
釣
り
を
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
ぼ
く
が
釣
り
た
い
の
は
マ
グ
ロ
と
鮫
と
カ
ジ
キ
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
は
海
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。
漁
業
の

方
法
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
社
会
科
で
学
習
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
図
帳
に
は
マ
リ
ア
ナ
海
溝
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た

。
そ
こ
は
、
様
々
な
種
類
の
魚
が
い
る
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
誰
よ
り
も
大
き
な
魚
を
釣
っ
て
み

た
い
で
す
。
将
来
、
専
門
学
校
に
行
っ
て
、
海
や
魚
の
こ
と
を

も
っ
と
勉
強
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
漁
師
に
な
る
た
め
に
は
、

船
の
免
許
や
無
線
の
免
許
が
必
要
な
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
免

許
を
と
る
こ
と
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
小
学
校
生
活
も
あ
と
五

ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
、
残
り
の
小
学
校
生
活
が
充
実
し
た
毎
日

に
な
る
よ
う
に
全
力
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。 

  

私
の
十
年
後
の
夢 

 
 

 
 
 
 
 
 

入
来
中
学
校 

二
年 

竹
下 

優
愛 

 
 

私
の
将
来
の
夢
は
助
産
師
に
な
る
こ
と
で
す
。 

ド
ラ
マ
の
え
い
き
ょ
う
で
と
て
も
い
い
仕
事
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
う
む
お
母
さ
ん
の
助
け
に
な
れ
る
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
あ
ま
り
血
や
手
術
な
ど
が
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
だ
か
ら
医
り
ょ
う
系
の
仕
事
に
つ
く
こ
と
は
ま
ず
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
の
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け

で
助
産
師
っ
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
産
婦
人
科
な
ど
の

お
医
者
さ
ん
と
は
ち
が
い
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
心
身
に
よ

り
そ
う
仕
事
な
ん
だ
と
深
く
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
助
産
師
が

か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。 

人
の
命
を
あ
ず
か
り
、
赤
ち
ゃ

ん
・
お
母
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
一
つ
の
命
が
こ
の
世
に
う
ま
れ
て
く
る
と
い
う
の

は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
簡
単
に
は
な
れ
ま
せ
ん
が
勉
強
を
が
ん

ば
れ
ば
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
な
の
で
助

産
師
と
い
う
夢
を
あ
き
ら
め
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入
来
小
学
校
へ
統
合
し
て
思
う
こ
と 

 
 

入
来
中
学
校 

二
年
母 

今
藤 

美
香 

  
 

大
馬
越
小
学
校
が
入
来
小
へ
統
合
し
た
の
は
、

二
年
前
に
な
り
ま
す
。
我
が
子
は
、
小
学
校
生
活

最
後
の
一
年
を
入
来
小
で
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
大
馬
越
小
学
校
で
は
少
人
数
で
あ
り
な
が
ら

も
、
地
域
の
方
の
温
か
い
愛
情
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
元
気
に
子
供
た
ち
は
成
長
し
ま
し
た
。
親
と
し

て
は
三
校
合
同
へ
の
不
安
と
期
待
も
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
く
学
校
へ
行
く
我
が
子
に
安
心
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
卒
業
式
で
大
馬
越

小
学
校
の
校
歌
を
聞
け
な
か
っ
た
事
は
、
正
直
寂

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
大
馬
越
小
学
校
を
卒
業
し

た
子
供
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
た
ち
を

今
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
大
馬
越
地
区
の
皆
様
の

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
大
馬
越
の
「
か

し
こ
く
、
や
さ
し
く
、
た
く
ま
し
く
」
を
忘
れ
ず
に

、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
大
馬
越
の
誇
り
と

伝
統
を
大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。 

 

 

私
た
ち
の
十
年
後
の
夢 

 
  

 
 
 
 

入
来
中
学
校 

三
年 

松
田 

元 

  
 

私
た
ち
の
十
年
後
の
夢
は
、
元
気
で
い
る
こ
と
で
す
。

今
は
、
長
男
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
、
六
人
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
十
年
後
に
な
っ
て
も
家
族
七
人
み
ん
な
で
暮
ら

し
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
が
、
げ
ん
き
に

し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ぼ
く
は
、
十
年
後
先
で
も
こ
の
大
馬
越
で
育
っ
て
き
た

こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。
今
ま
で
に
大
馬
越
・
入

来
の
い
い
所
や
特
色
な
ど
を
学
ん
で
き
て
、
田
舎
で
と
て

も
い
い
場
所
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 
十
年
後
は
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
で
過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
、
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
よ
く
、
家
族
仲
良
く
生
き
て
い
け
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大馬越地区コミュニティ協議会活性化に向けた特産品づくり 

皆さん頑張っていますよ!! 

爽
や
か
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
「し
そ
っ
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                          手作りおかべ 晩酌に・味噌汁に最高 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     大馬越の自慢品「焼餅」 

 

 

 

 

 

 

 

 

味噌作り今が大盛況です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         数々の賞 実に素晴らしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

躍動する大馬越コミ協 
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本年度各自治会全世帯を対象として、今後の大馬越地区活性化のために小さな拠点づくり事

業導入の為の、アンケート結果が揃いましたのでご報告させていただきます。今後調整会議を

含めて検討されていきます。各世帯からのそのままの原文を搭載してありますが、同じような

事項につきましては、割愛させて頂きました。 

 

１ あなたが個⼈的に思う「⼤⾺越地区」の良いところを書いてください 

１ 自然の豊かさ、環境の良さ 

・樹々の緑が豊かで新鮮な空気がおいしい。 

・緑に癒される、星が綺麗。 

・静かで自分なりの生活が出来ているところ。 

・自然が豊かで美しい、人情がある。 

・国道３２８号線に沿って人家があり、自然環境に恵まれ人情も豊かで団結力もあって、落ち着いて暮らす

ことができる。 

・現在の所は自然災害が少ない。 

・田舎なのに下水道が完備している。 

・旧⼤⾺越⼩学校がある、清浦ダムがある、⻑野滝がある。 

・⻑野滝がある、ＳＮＳでも⼤変人気の観光スポットである。 

 

２ 交通の利便性 

・国道に接しており、交通の便が良い。 

・国道や県道が整備され、交通の利便性が高い。 

・近郊の都市部へのアクセスがしやすい。 

・鹿児島市内までのバスがあるのが良い。 

・自然が豊かで近くの市にはどこも３０分以内で車で行ける。 

 

３ イベント、行事 

・農村地区で昔の行事もまだ残っている点。 

・といあげ祭りなど、みんなが協力したイベントがある。 

・といあげ祭り等に参加して楽しい。 

・伝統を⼤切にされているところ又、それらの活動を守って下さっていること。 

・自治会でイベントや特産品等と活動的な皆さんが多くいらっしゃる。 

 

４ 農産品、特産品、コミュニティビジネス 

・田園風景が広がり、稲やきんかん等が生産され人々が生き生きと働いている。 

・水がきれいで米･野菜等が美味しいです。 

・コミセンを中心に頑張っていること、米がおいしい、林業地帯である。 

・鶏肉がうまい。 

・みんなが顔見知り、シソップ物語はいつまでも続けてほしい。 

大馬越地区小さな拠点づくり事業アンケート調査ついて 



・入来きんかん･しそジュース･手作り味噌･豆腐・山之口簡易郵便局がある、⼤⾺越コミセン館内に加工室・

（⼤型機械）がある、サロン会場･グラウンドゴルフ場がある。 

・⼤⾺越って言えば味噌･しそジュース･といあげ祭りと柱の加工品･行事がある。 

・加工室があり沢山の人が利用している。 

 

５ 高齢者の居場所づくり 

・サロン等があって支え合っている事がいいと思います。 

・サロン等も活発で、高齢者の仲間作りもできていて楽しい。 

・高齢者の方ががんばっていらっしゃるなと思います。 

・気分転換のために行く場所がある（同好会のグラウンドゴルフ・サロンの月例会） 

 

６ 見守り活動 

・見守りをしてもらっている。 

・地域密着、地域が子供を見守ってくれている。 

・地域の方々が子供を見守り声を掛けて下さることなど、とてもありがたいです。 

・元気で会えば声を掛けるもらえ安心する（子供が幼い時は「〇〇君」と知っていただけていることがうれ

しかったです）。 

 

７ 人柄の良さ、地域性 

・誰でも気軽に話ができること。 

・色々な場所に行った先に知り合いが多く、個人的な話も気軽にできる。 

・外にいるとき、挨拶してくれること。 

・気さくに話し掛けて頂けるので、話しやすい方が多い。 

・純粋な人が多い。 

・もめごともなく、のんびりと生活できるところです。 

・困った時、あの方に話してみようなど相談相手が思い浮かべる。 

 

８ 支え合い 

・人が優しい。 

・人が親切である（支え合っている） 

・年配女性の人が親切である。 

・８７歳にもなると、歩くことも⼤変な時友達が手助けしてくれる。 

・周りの人が支え合っている、自分も支えてもらっていて感謝しています。 

・支え合いの気持ちが強い。 

・近所が寄り添い声かけ合って、お互い助け合っている。 

・近隣住⺠との連携や、見守りなどの「つながり」が良い。 

・まるごとささえ愛事業がある（日々の暮らしの中で時に生じる困りごとを解決してもらっている） 

 

９ 地域の団結力・行動力 

・地域の団結。 

・周りの人が協力的である。 

・みんな協力し合い、団結があり共助の精神があります。 



・地区の人々がとても仲が良くいろいろ協力的であり、自然も豊かな中山間農業地帯である。 

・若い人や高齢者のまとまりがある。 

・お互いに声を掛け合って、手のかかる仕事をしている。 

 

１０ 地縁活動 

・自治会⻑が行動的で「良い」。 

・自治会が良くまとまっている。 

・私の属する自治会は、皆で助け合い支え合う意識が根付いていると思う。 

・地域のコミュニティがしっかりしている。 

・コミセンを中心に、一体感が高いように思えます。 

・⼤⾺越地区コミ協を中心に、地域の住⺠が協力的である。 

 

２ 「⼤⾺越地区」で暮らす上での生活上の困りごとを書いてください。 

１ 家、庭の管理 

・庭の手入れ、特に植木の手入れ等。 

・高齢になってくると家の周りの管理や田畑の雑草対策がたいへんで、負担になる。 

・農地は所々荒れて、先はどうなるか庭は業者に年１回お願いしております。 

 

２ 農地の管理、鳥獣害 

・耕作（管理）放棄地が増え、住宅の周囲にも野生動物が出没するようになった。（猪、鹿、アナグマ、・

猿、他に野良猫など） 

・畑･庭をシカが荒らして困る（野菜･花を食べる）。 

・現状は2人で頑張っているが、1人欠けると農業（農地管理）がむずかしい。 

・高齢化で耕作放棄地が多くなり、今後水利作業もたいへんになるのでは。 

・農地の管理が心配だが、管理組合があるので今のところ助かっている。 

 

３ 地域の環境、防災、防犯 

・住宅を探していた頃、賃貸住宅がなく困った。 

・街灯が少なく夜道が暗い。 

・入来⼩学校へ行く登校の仕方をもっと考えてほしい。 

・郵便ポストが遠い。 

・ゴミ捨て場が遠い（車で運ばなければならない）。 

・空き家が放置された状態増えてきている、防犯上も問題である。 

・家の上の竹山･杉山が⼤雨のたびに心配。 

・避難所（危険地域）の検討（河川･急傾斜地）。 

・国道の上の樹が⼤木なので、地主と相談して伐採して欲しいです。 

・道路の凸凹があちこちに見られる。 

 

４ 交流、支え合い 

・隣近所の往来が少なくなり、元気･病気の確認が難しくなった。 

・日常に人とふれ合いたいが同年代の人が少なくまた、体調が悪く歩けないので会話することがない 



・集落の高齢化が早く、共同作業などを行う事が難しくなってきている。 

・相談事をどこにすればいいかわからない。 

・入来のＡコープが無くなって不便です、特に車を持たない高齢者の方の相談事を訪問して聞いたほうが良

いと思います。 

・なんでも相談窓口を（tel）まるごと事業にの中に入れてみては。 

 

５ 通信網 

・携帯電話の電波が弱い（インターネット環境が弱い）。 

・ネット環境が良くないこと。 

・デジタル通信（ネット環境）に弱い。 

・買い物が遠い。銀行が遠い。病院が遠い。学校が遠い。鳥獣害が酷い。ネット環境の選択肢が限られる。 

 

６ 公共交通、移動手段、免許返納 

・買い物が不便、店が遠い、バスの時間が合わない又、本数が少なく目的地まで乗り換えが必要。 

・商店街が近くにないため、買物等車のない方は不便。 

・いつまで運転できるのか？買い物するにはお店が遠い、コミセンまで歩くのは遠くなる。 

・整形外科や眼科等の受診の際、川内まで行っていますが、交通の便が悪い（直通便がほしい）。 

・⼩型バスがいればよい。 

・行政窓口、郵便局、金融機関へのアクセス。 

・交通が不便すぎて、子供たちが習いたいことも、させてあげることができない。 

・仕事場が遠い。 

 

７ 買い物、病院等 

・買い物が不便（スーパー等がない）。 

・店も市比野･川内方面まで行くのが⼤変不便。 

・お客さんの来訪時、食事のできるところがなく、遠出が必要。 

・店が近くになく、トーフだけ買うのに市比野まで行く。 

・コンビニが遠い。 

・国道３２８号線沿い、入来峠より店がないからスーパー･ホームセンター･ディスカウントショップの誘

致。 

・入来のＡコープ閉店以来、買物のための行き帰りに時間がかかる（お店が遠い）。 

・買い物が不便、庭の管理が⼤変、病院･ＧＳが遠い。 

・役場、農協、駐在所の縮⼩・統合で不便になったがゆえに、多くを期待しなくなった 

 

３ 「⼤⾺越地区」で暮らす上での今後の不安を書いてください。 

① 家、庭の管理（お墓） 

・家、実家の周りの管理。 

・家の周りの草刈維持等が出来なく不便。 

・⼤雨や台風で、家が無くなるかもという心配。 

・お墓の管理が⼤変になりつつある。 

・後継者がいないので、空き家･お墓等、又、はたしてこの地区に居住しているかも不安です。 



・後継者がいない、今の社会情勢と過疎では無理なことは言えない、働く職場がない、田舎で暮らせる環境

になれば、一番の悩みのお墓の問題も解決する。 

 

② 地域の環境、防災、防犯 

・夜道が暗く、子供たちの登下校が不安。 

・旧⼩学校に、防犯灯が少ない。 

・子供の習い事が少なく、選択肢がない。 

・過疎化が進み空き家が多くなり、人口減少が気になる。 

・若者が定住したいと思う魅力的環境がないように思う（高齢化）。 

・若者の職場が近くにない。 

・お墓に駐車する場所がない（松尾班内）。 

・災害時の避難所の利用法などの話がききたいです。 

・⼩学校の跡はどうなるのか？ 

・不安というより要望ですが、自分で運転できる間は今のままで⼤丈夫ですが、徒歩で行ける場所にゴミス

テーションが欲しい。 

・車の運転も夜間･降雨時に不安を覚えている、国道県道の白外側線の早期整備を願う。 

・Ａコープ･タイヨー･コンビニ 遠い！！ 

・移動販売が山之口公⺠館まで月何回か決めてもらったら助かると思います、他にもそういう方がいまし

た。 

 

③ 健康への不安 

・病気になった時、家周りの手入れ、田･畑の管理が出来ない。 

・いずれは老齢独居に介護と生活をどうするか。 

・自宅にいつまで生活出来るかが不安。 

・高齢になった場合、病院･買い物など支障が出てくると思います。 

 

④ 交流、支え合い 

・高齢でイベントに参加できない。 

・体が不自由なため、行事に参加しにくい。 

・運転が出来なくなった時、いろんな行事･イベントに参加がむずかしい。 

・高齢化で５年先が心配、地区集落を見守る人がいない。 

・自分が高齢になった時、周りに人家があるか不安。 

・一人暮らしの為、何事も心配。 

・一人暮らしなので、⼤雨･台風の時が⼤変です。 

・ゴールド集落で若者が少ない。 

・行事等をたまには、日曜日に開催してほしい。 

 

⑤ 地縁活動 

・後継者不足により、自治会活動での係が集中する。 

・若い人たちが少ないので、いずれ“役”をすることが多くなるのでは？と心配です。 

・若い世代の担い手が少なくなり、皆で集う行事の参加者が少なくなる。 

・地域でイベント等がやれる場所やボランティアをやってくれる人が少なくなりつつあり、行事がやれるか



疑問。 

・⼩学校の閉校もあり、地域の方のイベント等が少なく寂しい思いがします。 

・後継者不足による伝統芸能の衰退。 

・⼤⾺越地区というしばりで生活を意識した（する）ことは無い、もう少し広い範囲で捉えてもいいのでは

ないか。 

 

⑥ 公共交通、移動手段、免許返納 

・免許返納後の交通手段が心配。 

・交通機関の不便さ（将来運転が出来なくなった時、樋脇･川内方面への交通路線が無いのでこまりそう）。 

・いつまで運転できるか、その後の事は利用できるバスの本数とかも増えてほしい。 

・運転がいつ迄できるのか（目標８５歳以上） 

・主人がいつまで運転できるか不安です。 

・運転出来なくなれば、外出（病院･買い物）が心配。 

・商店・病院等がもう少し近ければ行動範囲も楽しいが・・・。 

・今後運転が出来なくなった場合、買物・病院・サロン・コミセンで体操・グラウンドゴルフ等の参加が難

しくなる。 

・いつまで運転できるか車を運転出来ないと全てにおいて何もできないようです。 

 

⑦ 次世代への不安 

・若い人が少ない、昔みたいに子供・・・ 

・家族に嫁がいないので、将来が心配である。 

・いずれは息子が後を継ぐと思いますが、若い後継者が集落でうまくやっていけるか。 

・地域を見れば後継者がいる家庭が少ない、あと１０年２０年先を思うと⼤変不安を感じている。 

・後継者の問題も含め、若い世代間の交流が少ないので、孤立する人が増えてくるのでは！。 

・高齢者が多く、次の世代を継ぐ人がいなく先が心配（５年後はゴーストタウン）。 

・後継者が近くにいないので老後が不安。 

・用水路（井関類）を修理しないと、後継者が米を作れなくなる。 

・一番に農地の管理がいつ迄できるかという不安、子供たちにはそれぞれの生活があるので後継者を立てよ

うとは考えていないが、出来る範囲で手伝ってくれている。 

 

４ 「⼤⾺越地区」を「こうしたい」と思うところがありますか。 

１ 旧小学校、きんかんの里関係 

・旧⼤⾺越⼩学校･体育館などを利用。 

・旧⼤⾺越⼩学校前に、利用募集看板を出しては？利用されることで地域も元気が出ると思います。 

・旧⼩学校の有効活用、企業の誘致や東郷地区で実施している旧⼩学校や中学校のような有効活用の実施を

する。 

・旧⼤⾺越⼩学校の体育倉庫を開放してほしい。 

・旧⼤⾺越⼩学校の利活用（地域の人が気軽に使えるような工夫。閉校後、ほぼ使用されていないので廃れ

ていっているのが、すごく目に付くことで、子供たちも悲しそうにしている） 

・旧⼩学校を、皆の集える場所にする（花・スポーツ）。 

・旧⼤⾺越⼩学校を、皆さんで支え合える、⼩さくてもいいので施設があったらと思います。 



・旧⼤⾺越⼩学校の校庭を、公園として開放してはどうか。 

・旧⼩学校での食事を、コーヒーを飲んで話をする。 

・旧⼤⾺越⼩学校の道の駅みたいな物産店。 

・ＮＰＯ法人を作り⼩学校の活用（高齢者の集い処、野菜･手芸品の販売等）。 

・旧⼩学校跡を宿泊施設などに（料金おさえて）。 

・共働きの若い世代の為に、旧⼩学校などに保育所や高齢者の一時受け入れ事業があると、他の地域からの

移住･移転などにつながるかも。 

・旧⼤⾺越⼩の建物を、ギャラリーに使用して人を集める。 

・旧⼩学校に人を集客できる場所に変えることができないか（例：物産館･淡水水族館）。 

・旧⼤⾺越⼩学校を活用して、若者が働くところが近くにあれば。 

・⼩学校跡地に使用者がなければ校舎にコミセン等を移動し、各教室を老人会･子供会･サロン等に使用し、

活気ある学校跡地使用にしてほしい。 

・校舎の一部(職員室等)を改造して⼤⾺越クリニックを開院、医者や看護師を募集する。 

・きんかんの里復活してほしい。 

・きんかんの里の再利用がなされたら良いと思う（子供の宿泊体験･夏のキャンプ等）。 

・きんかんの里を観光の拠点に（食堂･ふるさと活産品等）。 

・コインランドリーの誘致、きんかんの里リニューアルオープン。 

・台風時、避難する場所をきんかんの里に出来ないかと思います。 

・きんかん･⼤⾺越⼩の問題は「したい」と考えても難しい問題が多いのでは？ 

 

２ イベント関係 

・何らかの形で地域活性のため、⼤⾺越を盛り上げる活動。 

・オール⼤⾺越によるイベントの開催。 

・今まで活動してきたイベントは続けたほうが、⼤⾺越地区は発展すると思います。 

・⼩さなコンクール等を行ってみれば！！皆、毎日忙しいと思いますが、例えば七夕笹飾りコンクールと

か、かかしコンクール等、他地域からも人が来てくれるような活性化があれば。 

 

３ 福祉関係 

・福祉サービス。 

・一人暮らしの健康を確認 → ⻩や緑の旗を揚げる。 

・老人、１人暮らしの連絡先を把握する（緊急時）。 

・高齢化に伴い、地域包括支援センターや介護施設等との連携強化をお願い致します。 

 

４ 交通関係 

・せめて川内地区までの交通の便をよくしてほしい。 

・巡回バスの拡充（病院等に出かけるとき）。 

・曜日を決めて、買い物バスが運行されたらと思います。 

 

５ ＪＡ移動販売関係 

・移動販売は、デイサービスと重なるので月曜日以外で週二回をお願いしたい。 

・移動販売を各自治会の場所近くで行ってほしい（現在の場所では行けない）。 

 



６ 生産・販売、居場所づくり 

・地域で野菜等を生産し、日を決めて移動購買する。 

・移動販売及び特産品を、曜日を決めて自治会公⺠館で販売出来たら。 

・移動販売の拡充、特産品の出張販売は良いことだと思います。 

・しそジュースやみそ加工への全住⺠の取り組み。 

・老人一人住まいの方などに、月１〜２回に弁当をワンコインで注⽂･提供できないか（子供含む）集って話

をする所がほしい、カフェなど。 

・⼤きな公園、皆と会ったり･花見したり･休憩する場所（中に喫茶店とか催し物が出来たり）。 

・ゆっくりくつろげる、⼩さな公園のようなところ。 

・働ける職場の活用が無いので改善して。 

・道路･山の樹の伐採を市に申込み、手数料をもらい校区で取り組むとか。 

・きんかんの里かコミセンにて地域でとれる産物にて食事処どうでしょうか。また、そばを植えて（そば打

ち）よろしくお願いします。 

・⻑野滝があるので、飲食店など観光地を作れたらいい。 

・特産品支援の後継者育成を図っていただきたい。 

 

７ その他 

・空き家などを活用し、田舎暮らしに興味のある外部の人を誘致。 

・ゴミステーションの場所を増やす。 

・全避難所の見直し（台風･⼤雨時両方に対応できる場所）。 

・旧⼤⾺越⼩学校から宮田ヶ原バス停までの高土手の管理。 

 

５ その他、⼩さな拠点づくりについての意⾒・質問などご⾃由に何でも書いてくださ

い。予算に関係なく記載してください。 

・新規事業の導入にあたっては、もう少し丁寧な説明が必要では？また、まるごとささえ愛などの先行・関

連する事業の評価･総括が必要なのでは？ 

・何ができるのか、出来ないのか？結果報告をしてほしい。 

・今後の拠点づくりに深く追求するための分科会（例：農林･観光･物産･交通･跡地の活用etc）。 

・地域で若干地理的環境の違いもあるので、各自治会毎の課題の追求。 

・今後、高齢化が増す中、世帯数も年々減少していく中で、コミセンの負担も⼤きい、地区の活性化に斎事

等を取り入れ利益をあげて、地域に還元することだと思います。 

・少子高齢化が進んでいる為、⼩さな拠点づくりは実現してほしいです。 

・「⼩さな拠点づくり」というのはいい考え方だと思いますが、設問にあるように自分たちが何が出来るか

話し合ってという点が⼤事なことだと思います、無理せずに出来ることが⻑続きするのではと思います。 

・自治会の解散などが相次ぐ中で、コミ協の取り組みとしてはこれで良いかもしれないが、当該集落の声は

どうやって拾うのか行政は説明すべきでは？（行政の丸投げ → 下請けという構図にならないように）。 

・⼤⾺越地区には、自治会をやむなく解散した地区が多いので、安心して暮らし続けられるようお願いした

いです。 

・これ以上事業が増えて個人的に負担が増える様であれば、自治会に属する意味も薄れるので負担を減らし

ていただくのが最⼤の希望です（行事･会議･会費）。 



・今はコロナで無理だとおもうが、自治会班単位でいろいろ話し合う、意見を聞くまた、かねて出席されな

い高齢者にも情報が届くような会合をもてたら。 

・２０５０年頃を見据えた、拠点づくりにしてほしい。 

・全員参加の意識熟成。 

・⼤⾺越からほかの地域に家を構えた方にも、聞いてみてほしい、よい意見がないか？ 

・要介護状態の父と二人暮らしですが、地域に支えられ（アドバイザーやご近所様）て生活できてます。 

・社協のＯＢ，役所のＯＢの方々で旧⼩学校を拠点にデイサービスセンターやシルバー人材センターみたい

な運営が出来ないでしょうか？⼤⾺越には公的施設が無いので高齢者福祉センターを跡地に出来ないでしょうか？ 

・若い人たちの意見が必要、公務員退職者を市議に出してキバッテくれませんか。 

・まるごとささえ愛事業に賛同しております、しっかり拡⼤してください。 

・身近なサロンが活動できるように市で取り組んでほしい。 

・休耕田を活性化するには、産業支援を活かし今の人材の方たちでやっていかないといけないのではないか

と思い、それには話し合いが必要と思います。 

・農業を盛んにすれば活気づくと思う。 

・高齢化で空き家が多いが、生活環境はとても良い（生活排水の完備）。 

・コミュニティバス、交通のネットワーク → 交通弱者への支援。 

・⼤⾺越地区は、通勤では鹿児島市内や出水･国分と一時間位でどこでも行ける中心的なところなのに住⺠が

少なく、安い家賃で住める場所であれば住⺠が増える（川内勤務は串木野が安いのでそこに住む人が多い）。 

・住み慣れたこの土地を離れたくない、最後をこの地で迎えたい。 

・防災について知りたいです（避難困難者への声掛けや把握）。 

・避難事のあり方、トイレ･空調･車の送迎（仕切り板なども整備）してもらいたい。 

・拠点から買い物、家の周りの掃除･地区の農道管理･木の伐採･畑の管理・・・。 

・もし移動販売等が来れる様なことになった時、コミセン放送で今日何時にどこどこに行きますと放送して

下されば助かります。 

・地域にある観光地を活かした活動は何かないのか。 

・地区間の主要道路の整備（道路作業も含め）高齢化に伴い各集落ごとの作業も困難になるのでは。 

・清浦ダム（入来峠）にトンネルを掘ってほしい、鹿児島に近くなり人口も増え活性化につながる。 

・旧⼤⾺越⼩学校から宮田ヶ原バス停（交通がはげしくスピードを出す車が多く⼤変である）。 

・各家庭に後継者がいてほしい。 

・近くにプールは無いんですか？。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回小さな拠点づくり事業 

調整会議 2.11.20 コミセン会議室 

 

第１回小さな拠点づくり事業調整会議開催 

 

 

 

十
一
月
二
十
日(

金)

午
後
七
時
か
ら
、
第
一
回
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業
調
整
会
議
が
、
委
員
二
十
名

と
本
庁
他
関
係
者
十
一
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
諸
課

題
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
て
頂
き
ま
し
た
。
第

一
回
目
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
利
用
状
況
報
告
を
受
け
、
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
、
自
分
の
生
活
で
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
将

来
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
、
如
何
し
た
ら
解
決

が
出
来
る
か
を
付
箋
紙
に
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
第
二
回
目
の
会
議
で
は
、
出
さ
れ
た
内

容
を
議
論
し
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
変

難
し
い
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
前
向
き
に
捉
え
て
こ

の
拠
点
づ
く
り
事
業
に
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
続
け

ら
れ
る
大
馬
越
地
区
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
各
自
治
会
か
ら
は
、
多
く
の
ご
意
見
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域貢献にてショベル貸与(井上建設より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
二
回
目 

旧
大
馬
越
小
学
校
除
草
委
託
作
業
実
施 

第
二
回
旧
大
馬
越
小
学
校
除
草
委
託
作
業
が
、
十
月
二
十
五

日(

日)

午
前
八
時
か
ら
各
自
治
会
か
ら
十
三
名
の
方
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。
第
一
回
よ
り
は
草
は
成
長
し
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
各
箇
所
三
十
㎝
程
度
の
背
丈
迄
に
伸
び

て
お
り
、
各
会
員
の
方
に
念
入
り
に
作
業
し
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
刈
払
機
及
モ
ア
―
等
で
刈
り
取
っ
た
後
の
収
集
作
業
に

大
変
な
労
力
を
必
要
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
山
之
口
自

治
会
長
が
勤
務
さ
れ
て
い
る
井
上
建
設
よ
り
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ

ル
の
借
用
を
し
て
頂
き
、
搬
出
に
大
き
な
労
力
軽
減
が
出
来
ま

し
た
。
地
域
貢
献
と
し
て
の
作
業
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の

作
業
は
年
三
回
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
と
一
回
は
来
年 

二
月
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
毎
週
水
曜
日
大
馬

越
地
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
に
よ
り
整
備
さ

れ
て
お
り
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
た
だ
作
業
に
課
題
も
あ
り
ま
す
。
校
舎
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
の
高
土
手
の
箇
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
勾
配
が
き
つ
く
危
険
の
為
、
除
草
が
出
来

て
お
り
ま
せ
ん
。
出
来
れ
ば
次
回
作
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
自
治
会
か
ら
の
参
加
者
は
、
青
壮
年

部
員
の
参
加
を
お
願
い
す
る
処
で
あ
り
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

大馬越楽楽サロン会員による大隅方面視察旅行 

先
に
、
宮
田
ケ
原
遊
遊
サ
ロ
ン
が
、
川
内
港
か
ら
伊

集
院
方
面
に
旅
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
十
月
二
十

一
日(

水)

に
楽
楽
サ
ロ
ン
会
員
十
八
名
が
大
隅
方
面
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
計
画
で
は
か
の
や
バ
ラ
園
を

視
て
、
き
こ
り
の
里
見
学
そ
の
後
昼
食
、
午
後
か
ら
鹿

屋
航
空
自
衛
隊
を
見
学
し
て
ダ
マ
ス
ク
の
丘
を
視
て

帰
る
行
程
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
日
に
な
っ

て
か
ら
、
き
こ
り
の
里
は
休
み
、
鹿
屋
航
空
自
衛
隊
は
、

事
前
予
約
が
無
い
と
見
学
で
き
な
い
と
判
明
し
、
当
日

は
二
箇
所
の
み
見
学
と
な
り
ま
し
た
。
か
の
や
バ
ラ
園

に
於
き
ま
し
て
は
、
秋
の
バ
ラ
が
開
花
し
て
お
り
園
内

を
散
策
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
後
ダ
マ
ス
ク
の
丘
は
、
何

十
種
類
の
花
が
植
栽
し
て
あ
り
、
目
の
保
養
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
バ
ス
車
内
で
は
見
学
で
き
な
か
っ
た
分
、

知
っ
て
い
る
施
設
の
案
内
を
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た 

か
の
や
バ
ラ
園
に
て 

ダ
マ
ス
ク
の
丘
に
て 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

勇退された森先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーチで見送り 

 

 

まえごち短歌会指導者森睦郎氏瑞宝双光章受賞報告会 ま
え
ご
ち
短
歌
会 

講
座
閉
校
式
兼
ね
る 

平
成
十
二
年
六
月
十
日
第
一
回
目
が
始

ま
っ
た
大
馬
越
分
館
時
代
か
ら
継
続
さ
れ

て
い
ま
し
た
「
ま
え
ご
ち
短
歌
会
」
が
、
昨

年
の
十
一
月
に
森
睦
郎
先
生
が
、
健
康
上

の
理
由
に
よ
り
惜
し
ま
れ
な
が
ら
勇
退
さ

れ
、
そ
の
後
、
講
座
の
閉
校
式
を
開
催
す
る

運
び
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
り
ま
し
た

が
、
運
悪
く
コ
ロ
ナ
発
生
に
よ
り
一
年
間

自
粛
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
教
育
文
化

功
労
者
と
し
て
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ

て
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は

こ
れ
も
ま
え
ご
ち
短
歌
会
の
文
化
に
対
す

る
評
価
も
あ
り
、
受
賞
出
来
た
も
の
と
挨

拶
が
あ
り
、
会
員
皆
さ
ん
で
受
賞
を
祝
福

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
会
員
は
こ

れ
ま
で
の
経
過
報
告
を
一
人
一
人
思
い
を

含
め
な
が
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
年

間
良
く
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
こ
と
と
、
文

化
祭
展
示
や
コ
ミ
協
便
り
に
投
稿
し
た

り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
余
暇
も
で
き
ま

し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
十
月
二

十
七
日
を
も
っ
て
ま
え
ご
ち
短
歌
会
の
趣

味
講
座
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、

ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
最
後
に

会
員
か
ら
最
後
の
句
を
投
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

講
座
閉
校
を
記
念
し
最
後
の
句
を
投
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。(

五
十
音
順) 

・
大
馬
越
恐
る
る
な
か
れ
新
コ
ロ
ナ
紺
碧
の
空
黄
金
の
稲
波 

 

指
導
者 

森 

睦
郎 

 

・
二
十
年
歩
み
続
け
た
短
歌
会
師
の
叙
勲
祝
い
今
日
の
幕
を
閉
ず 

 
 

大
原 

春
美 

 

・
初
め
て
の
詠
い
し
短
歌
穏
や
か
な
り
先
生
本
当
に
感
謝
で
す 

 
 

 

釘
﨑 

綾
子 

 

・
短
歌
へ
の
思
い
で
深
き
感
謝
な
る
し
ず
子
先
生
・
睦
郎
先
生 

 
 

 

宍
野
ト
ミ
子 

 

・
歌
の
師
は
瑞
宝
章
の
額
を
持
ち
笑
顔
で
皆
と
写
真
に
う
つ
り
し 

 
 

宍
野 

典
子 

 

・
恩
師
な
る
森
先
生
の
み
教
え
を
守
り
て
歌
を
つ
づ
け
た
き
か
な 

 
 

宍
野
三
千
代 

 

・
師
の
受
賞
よ
ろ
こ
び
祝
う
短
歌
の
八
十
七
才
威
風
を
放
つ 

 
 

 
 

福
田 

節
子 

 

・
朝
光
に
瑞
宝
受
賞
者
文
字
眩
し
菊
の
香
纏
う
森 

睦
郎 

 
 

 
 

 
 

藤
中 

蓉
子 

 

・
あ
り
が
と
う
森
先
生
や
お
友
達
生
き
る
幸
せ
短
歌
と
共
に 

 
 

 
 

古
川
メ
イ
子 

 

・
歌
の
道
共
に
歩
み
し
師
と
仲
間
叙
勲
受
賞
の
よ
ろ
こ
び
分
け
あ
う 

 

松
下 

睦
子 

 
・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          三名は特別記念撮影中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銘木イチョウの前にて 

 

楽
楽
サ
ロ
ン
コ
ス
モ
ス
鑑
賞
会
と
お
食
事
会 

今
年
九
月
二
十
六
日
楽
楽
サ
ロ
ン
会
員
が

コ
ス
モ
ス
の
種
を
蒔
き
、
見
ご
ろ
を
迎
え
ま

し
た
十
一
月
三
日
に
コ
ス
モ
ス
鑑
賞
会
が
午

前
中
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
種
蒔
き
は
時
期

を
遅
く
蒔
い
て
も
ら
っ
た
た
め
、
背
丈
が
短

く
な
っ
て
お
り
、
前
日
に
は
雨
が
降
り
心
配

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
丁
度
良
い
見
ご
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
栽

培
面
積
は
小
さ
な
畑
で
あ
り
ま
す
が
、
畑
の

前
は
市
道
が
あ
り
通
行
人
に
は
景
観
作
物
と

し
て
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
た

会
員
は
十
七
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

高
齢
者
で
あ
り
ま
す
の
で
、
畑
に
入
り
方
に

は
段
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、
男
性
会
員
が
手

を
差
し
伸
べ
て
全
員
集
合
し
、
撮
影
前
に
は

童
心
に
帰
っ
て
コ
ス
モ
ス
一
輪
を
手
に
し
て

頂
き
ま
し
た
。
記
念
撮
影
後
に
は
、
大
原
春
美

楽
楽
サ
ロ
ン
会
長
宅
で
、
手
打
ち
そ
ば
を
女

性
会
員
が
早
朝
か
ら
打
っ
て
頂
き
、
午
後
か

ら
試
食
会
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
そ
ば
が
ま
た
美
味
し
く
て
、
皆
さ
ん
お

代
わ
り
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

で
始
ま
り
コ
ロ
ナ
で
年
を
越
そ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
当
地
区
か
ら
一
名
も
患
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
益
々
の

ご
健
康
と
今
後
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

大馬越地区グラウンドゴルフ愛好会例会練習 本年今回で２７回目 

 

今
回
は
十
一
月
四
日(

水)

午
前
九
時
か
ら
旧
大
馬
越

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
例
会
の
プ
レ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
四
月
か
ら
の
練
習
日
は
実
に
二
十
七
回

を
数
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
木
枯
ら
し
が

吹
く
寒
い
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
ホ
ー
ル
イ
ワ
ン

が
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
か
ら
二
名
も
あ
り
、
寒
風
も
全
く

関
係
な
く
皆
さ
ん
四
ホ
ー
ル
を
無
難
に
プ
レ
ー
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
で
、
県
外
へ

の
旅
行
に
も
自
粛
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
楽
し
く
プ
レ
ー
出
来
れ
ば
ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き

ま
す
と
の
全
員
の
声
で
あ
り
ま
す
。
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
銘
木
銀
杏
も
紅
葉
し
始
め
て
お
り
、
冬
の
到
来
が

ま
じ
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
週
の
十
一
日
に
は
今

年
二
回
目
と
な
り
ま
す
樋
脇
町
公
認
グ
ラ
ウ
ン
ド
場

で
の
プ
レ
ー
も
楽
し
ま
れ
益
々
健
康
そ
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
コ
ミ
セ
ン
事
務
局
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

写
真
左 

銀
杏
の
紅
葉
を
背
景
に
参
加
さ
れ
た
会
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第２回鹿児島警察本部による移動交番開設 
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 運転免許証を自主返納された今藤さん 

郵
便
局
・
支
所
等
行
き
の
業
務
用
に 

コ

ミ

協

に

自

転

車

寄

贈 

薩摩川内市プレミアム商品券を活用 

本
年
度
薩
摩
川
内
市
が

発
行
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
対
策

に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
第
一
弾
で
、
萩
元
善
幸(

七

〇
歳)

さ
ん
が
近
く
の
自
宅

や
農
地
の
見
守
り
に
使
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

自
転
車
を
購
入
さ
れ
ま
し

た
が
、
自
宅
周
辺
は
坂
道
が

あ
り
中
々
乗
る
機
会
が
無

く
、
こ
の
程
大
馬
越
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
善

意
の
寄
贈
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
コ
ミ
協
と
し
て
は
有

難
く
近
く
の
郵
便
局
等
の

業
務
用
に
有
効
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
事
務
局
に

は
三
名
の
男
性
が
在
職
し

て
い
ま
す
が
、
近
い
と
こ
ろ

も
マ
イ
カ
ー
を
使
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
こ
の
自

転
車
を
有
効
利
用
し
、
体
力

増
進
も
図
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

新
品
の
自
転
車
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
大
馬
越
自
治
会
員
萩
元
善
幸
さ
ん 

本
年
度
、
第
二
回
目
と
な
り
ま
す
鹿
児
島
県
警

察
本
部
に
よ
り
ま
す
、
移
動
交
番
が
十
一
月
九
日

(

月)

大
馬
越
地
区
コ
ミ
セ
ン
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
前
回
開
設
時
に
高
齢
の

為
、
免
許
証
の
返
納
手
続
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
、

山
之
口
自
治
会
今
藤
さ
ん(

八
十
歳)

も
来
場
さ

れ
、
無
事
免
許
証
返
納
手
続
き
を
完
了
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
車
の
交
通
事
故
は
心
配
い
り
ま
せ

ん
が
、
出
か
け
る
の
に
慣
れ
る
ま
で
少
し
不
便
か

な
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
事
務
局
と
し
て

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
出
来
る
だ
け
使
用
し
て
く

だ
さ
い
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
次
回
は
来
年
三
月
頃
を
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 



 

未実施（業社依頼済）

実施済

コミ協事業実施済み

実施状況

申請なし

未実施（業社依頼済）

コミ協事業実施済み

未実施

県へ要望済

未実施（業社依頼済）

コミ協事業実施済み

経過観察

次年度実施予定

実施済

実施状況

経過観察

未実施

未実施

２橋について実施
残り１橋については次年度
以降に実施予定

実施しない

県へ要望済

コミ協事業実施済み

申請なし

令和２年度　　大馬越地区「安心・安全モデル事業」要望箇所進捗状況

現地調査結果

国道３２８号線の法面であり、鹿児島県の管
轄であることから、県へ報告をする。

地区コミュニティーで対応

市道設楽線（旧道） 木の枝が覆い被さっている

9 市道（清浦ダム周辺） 金網が破れて落石がある 金網の補修

転石防護柵のない区間３０ｍについて本庁と
協議し予算を計上しているところである。ま
た、金網の補修については、年次的に場所
を選定し、実施する予定である。

10 市道（内之尾公民館付近） 金網が破れて落石がある 金網の補修 前回施工したフェンスを検討する。

内之尾

番 自治会 場　所 現　状 改善・要望案

4

1

大馬越

大馬越

3 大馬越 市道黒武者線（田中裕孝宅前） 路面に水たまりができる 舗装補修

欄干高が低いので危険 欄干の嵩上

大馬越

大馬越

高所作業車によ
る伐採

地区コミュニティーで対応

高所作業車によ
る伐採

コミ 市道松尾線（コミセン近く）
山手に木の枝が覆い被さってい
る

国道に木の枝が覆い被さってい
る

市道真手野線（真手野橋たもと）
分水桝が」路面から飛び出てい
る

地区コミュニティーで対応

市営住宅内を洗堀した形跡はなく経過観察
とさせていただきたい。

市道豊原線
路肩の決壊については、単独災害で対応を
する。また、桝の詰まりについては、パトロー
ルを行い市の補修班等で対応をする。

市営松尾住宅
大雨時の山からの出水で桝が溢
れる

側溝掃除

市道栗下中山線
アスファルト舗装の剥がれ・路面
の沈下

舗装張替え

国道３２８号線

④　決壊（延長8.0ｍ） 補修

③　側溝埋没

山手の木の枝が覆い被さってい
る                   側溝に土砂が堆
積している

高所作業車によ
る伐採 　土砂の
除去

補修
桝の改修

路肩が崩壊
雨のたびに桝に落ち葉が詰まる

農道新町野線から国道に出て左
折の場合緑地帯が出ているため
対向車線に出てしまう

高所作業車によ
る伐採

地区コミュニティーで対応

国道３２８号線歩道沿い法面
葛・茅繁茂（法面が急、法尻は2.5
ｍの垂直擁壁）　草刈り時滑り落
ちそうで危険

張りコン

アスファルト舗装の下がっている箇所につい
ては、オーバーレイで対応したい。

橋梁長寿命化計画に基づき優先順位を考慮
し対応したい。

舗装修繕を実施予定である。

市道黒武者線（上野良和宅）
ブロック天端が狭いため除草作
業が危険

転落防止柵の
設置

除草作業については感謝申し上げます。ど
の様な工法が良いか検討させていただきた
い。

市道中之島線（旧道）

市道黒武者線（黒武者橋他２橋）

側溝敷設及びト
ラフ設置

②　決壊（延長3.0ｍ） 補修

舗装修繕を実施予定である。

基本的に農道の維持管理については、受益
者の負担が伴う。災害は別である。
今回の個所は、耕作されていないことから、
耕地課としての優先順位は低いと思われる。
原材料支給申請であれば考慮したい。ただ
し、今年度は予算的に厳しい。

7 大馬越

路面の擦り付け 危険表示杭で対処済

緑地帯の一部
撤去

県と調整したところ、他の国道328号に関す
る要望等と一緒であれば、検討したい。（地
元負担なし）

14

23

2

山下 国道３２８号線（宮田ヶ原公民館前）20

22

17

11

12

13

大隅字農道（通称長野滝）

大隅字農道（通称長野滝）

大隅字農道（通称長野滝）

大馬越

大馬越

大馬越

大馬越

5 大馬越
市道山之口・黒武者線～
農道前田１号線入口付近

カーブで見通しが悪い ロードミラーの設置
農道内でのスピードの出し過ぎ等を控えてい
ただき、ロードミラーの設置については、考え
ていない。

6 大馬越
市道黒武者線（栗武者橋たもと）　　樋
脇川右岸（松田宅側）

柿の木がだんだんとずり落ちてき
ている

石積み
県河川樋脇川であることから管理者の鹿児
島県へ報告する。

番 自治会 場　所 現　状 改善・要望案 現地調査結果

用水調節等対応していただき、経過観察をし
ていただきたい。

8 山之口 宮田育郎宅裏山 大雨時の出水が多い
治山工事の施
工

県治山担当者の確認が必要である。
（事業費80万円以上、個人負担５％）

18

16

19

15

補修①　決壊（幅0.4ｍ・延長1.5ｍ）

大隅字農道（通称長野滝）

長野下

大馬越

21 山下 市道鹿子田山線（松下ハル子宅前） 側溝溢れ 側溝調整

大馬越 市道真手野線（プール上）
アスファルト舗装の凹凸・路面の
沈下

舗装張替え

24

※本年度自治会から要望のありました箇所、支所から１０月末の進捗状況があり報告いたします。 



 

 

 

 

 

 

◇本年度のまるごとささえ愛事業実績分 

区 分 件 数 依頼内容 件 数 

作業依頼者 延べ２４件 除草作業 ５件 

作業支援者 延べ３６件 剪定作業 ５件 

 伐採作業 ５件 

墓石清掃 ２件 

パソコン操作 ２件 

延長コード修理 １件 

鉢の処分 １件 

エアコン調整 １件 

額縁掛け替え １件 

電球取替 ２件 

依頼件数合計 ２５件 

   支援員による有償ボランティア除草作業 

 

 

 

 

 

谷
口
　
真
毅

梶
木
　
順
子

田
口
　
新
一

谷
口
 

熊
太
郎

平
木
場
百
合
子

針
原
　
隆
男

宍
野
　
伯
幸

高
木
　
充
子

吹
田
　
紘
男

宍
野
　
ト
ミ
子

宍
野
　
利
信

萩
元
　
俊
信

水
流
　
信
雄

大
原
　
春
美

末
弘
　
義
武

堀
之
内
　
義
和

池
田
　
初
美

中
島
　
泉
美

久
永
　
行
雄

折
田
　
政
行

萩
元
　
達
治

21

支援者年齢 63 66 79 65 66 68 72 70 79 69 66 69 72 74 73 62 70 61 67 68 55

ゴミ出し 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

買い物代行 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

料理の手伝い 〇 〇 〇 3

墓参り代行 〇 〇 〇 3

話し合い手 〇 1

衣変え手伝い 〇 〇 〇 〇 4

庭の草取り・草刈り 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

庭木の剪定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

刈払い機の刃の交換 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

部屋の掃除 〇 〇 〇 3

電球の取り換え 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

写真撮影 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

粗大ごみの整理・処分 〇 〇 〇 〇 4

病院への付き添い

軽微な水回りの修理 〇 〇 〇 〇 4

代筆補助 〇 1

役所等の手続 〇 1

家具等の移動 〇 〇 〇 3

倒竹等の伐採 〇 〇 〇 3

パソコンお手伝い 〇 〇 2

黒武者 山下 宮田ヶ原
内之尾 長野下山之口

まるごとささえ愛事業　支援者一覧表　　　　　　令和二年度

合計自治会名 中山 鹿子田 草渡 事務局
大馬越 山下

馬越 栗下 松尾

作業内容

支援者名

令和元年度から事業開始いたしました「まるごとささえ愛事業」有償ボランティア支援による地区内の

支援者登録の方です。 

下記内容の困りごとがありましたら、まずコミセン事務局にご一報ください。現地をコーディネーターが

確認し、支援者を派遣いたします。是非ご利用ください。 

各
自
治
会
マ
ッ
プ
作
り
作
業 

ま
る
ご
と
さ
さ
え
愛
事
業 

委
員
会
開
催 



5 無料

刃は依頼者が事前準備

器具は依頼者負担

14 500円

家具等の移動

※  １

※  ２ 支援者の車には利用者の同乗は認めない

※  ３

12

13

500円

15

10 部屋の掃除

11

まるごと支え愛事業有償ボランティア利用料金

※ 事前調査を行います
不用品の整理

車使用（粗大ゴミ・持込料金500円は別途）
500円

墓参り代行

危険を伴う作業及び室内の作業は、２人以上で行う

二人以上で行う  ※３

500円

500円二人以上で行う  ※３

※ 事前調査を行います

※ 事前調査を行います

※ 事前調査を行います

初回は分別の指導をします

その他

軽微な水回りの修理（部品代別途）

役所等の手続（要委任状）住民票・印鑑証明に限る
コミセンで対応

代筆補助

病院への付き添い 送迎対応の医院紹介等の応談

シルバー人材センター（１時間を超える場合）

材料の購入は、No,2（買い物代行）

分別後（仕分け作業は含まない）  ※１

区分

1

3

2

材料の購入は、No,2（買い物代行）

二人以上で行う  ※３

掃除機使用     窓拭き・畳拭き

※ 事前調査を行います

写真撮影
CD１枚１００円（保存用）プリント代は依頼者負担

撮影無料
撮影場所（自宅・コミセン・サロン会場）

電球の取替 無料
器具の購入は、No,2（買い物代行）

4

6

7

9

8

衣替え手伝い
タンスの入れ替え等

500円

話し相手 サロン利用を促す

庭の草刈り・草取り

草刈り機使用の場合（複数人）
500円

燃料代別  200円
シルバー人材センター（１時間を超える場合）

※ 事前調査を行います

大馬越地区地区内の墓地（１区画）

500円
供花は依頼者負担

供花の購入は、No,2（買い物代行）

依頼者の同乗はしない  ※２

庭木の剪定

剪定はさみ・ヘッジトリマー使用

１時間以上の場合（薩来園のサービス利用）

刈払い機の刃の交換 無料

※ １時間以内に限る

支援を受けたい項目 有償ボランティア内容 利用料金（１名）

ゴミ出し
袋に入れたものを集積所に運搬

無料

買い物代行
依頼者の同乗はしない  ※２

500円

料理の手伝い
材料は依頼者負担

500円

500円

脚立使用の作業はしない

二人以上で行う  ※３

規則第１６条による
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記以外の依頼につ

きましては、その都

度協議します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミセンに展示された代表者会員 

     右・上下は会員の干支作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来
年
度
の
干
支
作
品
展
示 

宮
田
ケ
原
遊
遊
サ
ロ
ン
会
員
手
作
り 

宮
田
ケ
原
遊
遊
サ
ロ
ン
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
早
く
も
来
年
の
干
支
作
り
を
さ
れ
、
こ
の

程
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
一
月
十

六
日(

月)

の
午
前
中
に
掛
け
軸
に
会
員
そ
れ
ぞ

れ
が
牛
と
牛
若
丸
の
刺
繡
縫
い
さ
れ
、
午
後
か

ら
は
自
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー

を
楽
し
ま
れ
、
そ
の
足
で
コ
ミ
セ
ン
に
作
品
を

展
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
ま
し
た
掛

け
軸
は
、
昔
の
着
物
と
羽
織
を
再
利
用
さ
れ
て

お
り
、
絵
柄
は
一
見
全
部
同
じ
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
製
作
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
作
品
作
り
に
は
十
二
名
の

会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
均
年
齢
七
十

五
歳
と
い
う
高
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
の

出
来
栄
え
は
見
事
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
で
干
支
の
十
二
支
を
全
て
製
作
さ

れ
て
お
り
、
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
展
示

さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
作
品

は
十
二
月
二
十
日(

日)

ま
で
、
展
示
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
に
ご
来
館
時
は
是
非
観
て
く
だ
さ

い
。 

草渡ゴールド自治会自主活動事業 環境美化を含めて「各世帯玄関付近に設置」 

今
年
度
も
草
渡
自
治
会
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
ゴ

ー
ル
ド
集
落
支
援
自
主
活
動
事
業
を
活
用
し
て
、
自

治
会
内
に
環
境
美
化
を
含
め
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花

苗
三
二
十
本
を
自
治
会
各
世
帯
か
ら
一
人
ず
つ
参

加
し
て
頂
き
、
正
月
か
ら
来
春
ま
で
鑑
賞
出
来
る
よ

う
入
念
に
花
苗
を
植
込
み
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
こ
の

時
期
に
な
る
と
地
域
の
方
や
通
行
人
か
ら
綺
麗
で

す
ね
と
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
草
渡
自

治
会
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
年
々
高
齢
化
率
が
上
昇

し
、
な
か
な
か
コ
ミ
協
や
自
治
会
の
行
事
に
参
加
出

来
な
い
こ
と
が
多
い
中
で
の
作
業
で
あ
ら
れ
ま
し

た
が
、
植
栽
す
る
こ
と
で
コ
ロ
ナ
が
早
く
沈
静
化
出

来
ま
す
様
に
な
る
と
良
い
の
で
す
が
と
、
中
島
自
治

会
長
の
こ
と
ば
で
あ
り
ま
し
た
。 

来年は丑年です 

※今月号コミ協便りの仕分け作業に特産品支援員 

６名と高木コミ副会長が自主的にお手伝い頂き大変

助かりました。感謝・感謝です お礼申し上げます。 



【薩摩川内市からのお知らせ版】 

 

【第２弾】薩󠄀摩川内市プレミアム商品券の申し込みについて 

申込期間：令和２年１１月２日(月)~１１月２７日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
ハ
ガ
キ
は
十
一
月
二
十
七
日(

金)

必
着 

お
申
し
込
み
後
、
抽
選
を
行
っ
た
う
え
で
引
換
券
を
郵
送
致
し

ま
す
。 

お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
お
一
人
様
一
回
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

当
選
の
場
合
は
、
購
入
引
換
券
を
十
二
月
九
日
（
水
）
ま
で
に
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

お
申
し
込
み
上
限
冊
数
：
紙
商
品
券
、P

a
y

ど
ん
い
ず
れ
か
一
方

の
み
お
一
人
様
十
冊
ま
で 

１
冊
（
一
，
０
０
０
円
券×

十
五
枚
）
で
、 

最
大
十
冊
（
十
五
万
円
分
） 

 

W
e
b

か
ら
の
お
申
し
込
み
時
に
携
帯
電
話
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

（d
o
co

m
o
.n

o
.jp

 ⁄ e
z
w

e
b
.n

o
.jp

 ⁄ so
ftb

a
n

k
.n

e
.jp

 

な
ど
）
を

ご
利
用
の
方
は
、 

「@
jtb

.co
m

」
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
受
信
を
許
可
す
る
、 

及
び

U
R

L
リ
ン
ク
付
き
メ
ー
ル
を
拒
否
し
な
い
設
定
に
し
て

か
ら
、 

会
員
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

商
品
券
の
使
用
期
間
は
、
購
入
後
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。 

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
一
切
返
金
、
払
戻
、
取
扱
店
で
の
使
用
等

は
で
き
ま
せ
ん
。
同
意
の
上
お
申
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

商
品
券
の
引
換
は
購
入
希
望
冊
数
で
の
み
引
き
換
え
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

（e
x
: 

八
冊
購
入
の
場
合
、
七
冊
以
下
の
引
換
、
九
冊
以
上
の
引

換
は
で
き
ま
せ
ん
） 

  



 

  入
来
地
域
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
副
田
地
区
コ
ミ
及
び
朝
陽
地
区
コ
ミ
か
ら
コ
ミ
協
職
員
の
募
集
案
内
が 

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
本
年
四
月
か
ら
両
地
区
コ
ミ
協
職
員
は
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
採
用
職
種
】
コ
ミ
協
事
務
局
職
員 

一
名 

【
業
務
内
容
】
コ
ミ
協
事
務
・
イ
ベ
ン
ト
等
支
援 

【
雇
用
期
間
】
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

(

但
し
一
年
ご
と
の
更
新
可) 

【
加
入
保
険
】 

雇
用
保
険
あ
り 

【
勤
務
時
間
】
原
則
月
曜
日
か
ら
金
曜
日 

 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分 

(

う
ち
休
憩
時
間
一
時
間) 

十
四
日
間
勤
務 

但
し
、
協
議
会
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
時

は
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
日
出
勤
も
あ
り
ま
す
。 

【
勤
務
場
所
】
副
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

【
応
募
条
件
】
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
の
方
・
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
方 

 
 
 
 
 
 

及
び
地
区
振
興
活
性
化
に
意
欲
あ
る
方 

【
賃 

 

金
】
時
給
九
百
円 

【
申
込
手
続
】
市
販
の
履
歴
書
を
左
記
ま
で
提
出
若
し
く
は
郵
送
で
可 

【
申 

込 

先
】
〒
八
九
五
―
一
四
〇
一 

 
 
 
 
 
 

薩
摩
川
内
市
入
来
町
副
田
六
〇
四
三 

 
 
 
 
 
 

副
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
宛
て 

【
応
募
締
切
日
】
令
和
二
年
十
二
月
十
八
日(

金)

ま
で
必
着 

 
 
 
 
 
 
 

締
め
切
り
後
も
随
時
面
接
可 

【
問
合
せ
先
】
副
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

 
 
 
 
 
 

☎
〇
九
九
六
―
四
四
―
二
三
四
五 

 
 
 
 
 
 
 

担
当 

地
区
コ
ミ
主
事 

三
浦
由
美
子
ま
で 

【
採
用
職
種
】
コ
ミ
協
事
務
局
職
員 

一
名 

【
業
務
内
容
】
コ
ミ
協
事
務
・
イ
ベ
ン
ト
等
支
援 

【
雇
用
期
間
】
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

(

但
し
一
年
ご
と
の
更
新
可) 

【
加
入
保
険
】 

雇
用
保
険
あ
り 

【
勤
務
時
間
】
原
則
月
曜
日
か
ら
金
曜
日 

 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分 

(

う
ち
休
憩
時
間
一
時
間) 

十
三
日
以
内 

但
し
、
協
議
会
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
時
は 

夜
間
・
土
曜
・
日
曜
日
出
勤
も
あ
り
ま
す
。 

【
勤
務
場
所
】
朝
陽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

【
応
募
条
件
】
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
の
方
・
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
方 

 
 
 
 
 
 

及
び
地
区
振
興
活
性
化
に
意
欲
あ
る
方 

【
賃 

 

金
】
時
給
八
百
円 

【
申
込
手
続
】
市
販
の
履
歴
書
を
左
記
ま
で
提
出
若
し
く
は
郵
送
で
可 

【
申 

込 

先
】
〒
八
九
五
―
一
四
〇
二 

 
 
 
 
 
 

薩
摩
川
内
市
入
来
町
浦
之
名
一
二
五
〇
八 

 
 
 
 
 
 

朝
陽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
宛
て 

【
応
募
締
切
日
】
令
和
二
年
十
二
月
十
五
日(

火)

ま
で
必
着 

【
問
合
せ
先
】
朝
陽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

 
 
 
 
 
 

☎
〇
九
九
六
―
四
四
―
三
二
二
五 

 
 
 
 
 
 
 

担
当 

地
区
コ
ミ
主
事 

村
岡
正
章
ま
で 

 

入来町副田地区コミュニティ協議会職員募集案内 

入来町朝陽地区コミュニティ協議会職員募集案内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年末のコロナ感染対策をしっかりしましょう!! 

１．部屋を分けましょう 

２．感染が疑われる家族のお世話はできるだけ限られた方で。 

３．マスクをつけましょう。アルコール消毒をしましょう。 

４．こまめに手を洗いましょう こまめに石鹸で手を洗いましょう。 

５．換気をしましょう  

６．手で触れる共有部分を消毒しましょう 

７．汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう  

８．ゴミは密閉して捨てましょう 

（参考）【一般社団法人日本環境感染学会ホームページ 】http://www.kankyokansen.o 

令和２年１１月下旬から１２月末の主なコミ協行事 

 

◇青少年環境地域づくり部会 日 時:１１月２７日(金) 午後７時から コミセン会議室 

参加者:部会員全員及びコミ協三役と地区コミ主事 

内 容:①コミセン花壇の整備日程調整     ③次年度特産品づくり活性化補助金について 

   ②馬越ん子塾及び地区文化祭の取り扱い  ④門松・加工室の清掃日程等 

◇行政相談 日 時:１２月１７日(木) 午前１０時から１２時まで 薩摩川内市入来支所 

参加者:誰でも参加できます 

内 容:①行政対する不満・要望等 

 

◇入来粗大ごみ中継施設搬入日 

日  時:１２月１３日(日) 午前８時から１０時まで 薩摩川内市入来支所上(保健センター駐車場) 

持込品目:  年末の搬入はこの日が最後となります。 

分
別
区
分 

品       目 

①可燃物(木製品・ふとん・ジュータン等) 

②不燃物(スチール机・石油ストーブ・金属・プラ製品等) 

③処理困難物(自転車・50cc 以下バイク・電子レンジ等) 

④その他・再利用可製品等 

※指定袋に入るものは搬入できません。 

■粗大ごみのうち、テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコンの搬入は出来ま

せんので、業者に依頼してください。 

◇搬入手数料 乗用車 １台につき３００円   軽トラック １台につき５００円 

これ以上を超える数量の場合は、ゴミ出しカレンダーに記載してありますのでご覧ください。 

 

コロナ 

退治!!  

◇コミ協運営委員会  日時 別途お知らせいたします。 

◇現在コミセン会議室は、歌(カラオケを含む) 

会食等は自粛しております(何卒ご協力を) 

http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/dokyokazoku-chuijikou.pdf
http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/dokyokazoku-chuijikou.pdf


※今月号は２００号記念版特集号となりました。出来れば保存しておいてください。 

日 曜日 時間 行     事 日 曜日 時間 行      事 

１ 火 
 

8:30 

燃やせるゴミ(大馬越) 

コミ花壇整地（役員） 
16 水 

13:00 

10:00 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 

楽楽サロン 

２ 水 
13:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 

17 木 
 

10:00 

燃やせるゴミ(長野) 

行政相談(入来支所) 

３ 木 
 燃やせるゴミ(長野) 

18 金 
 

13:30 

燃える＋資源ゴミ(大馬越) 

さわやか体操クラブ 

４ 金 

 

9:00 

13:30 

14:00 

燃える＋資源ゴミ(大馬越) 

コミ主事会議 

さわやか体操クラブ 

食品衛生講習会 

19 土 

  

５ 土 
  

20 日 
8:00 

8:00 

大馬越自治会コミセン大掃除 

門松設置 

６ 日 

8:00 コミセン花壇 花植え 

21 月 

 

11:25 

13:30 

燃やせるゴミ(長野) 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

７ 月 

 

9:00 

11:25 

13:30 

燃える＋不燃ゴミ(長野) 

わっはっは体操 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

22 火 

 

 

燃やせるゴミ(大馬越) 

 

８ 火 
 

9:30 

燃やせるゴミ(大馬越) 

大正琴 
23 水 13:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 

９ 水 13:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 24 木  燃やせるゴミ(長野) 

10 木  燃やせるゴミ(長野) 25 金 
 燃やせるゴミ(大馬越) 

資源ゴミ(長野) 

11 金 
 燃やせるゴミ(大馬越) 

資源ゴミ(長野) 
26 土  

 

12 土   27 日 8:00 加工室清掃 

13 日 

8:00 

～ 

10:00 

粗大ごみ搬入受付 

入来保健センター前 
28 月 

 

 

11:25 

13:30 

17:00 

不燃ゴミ(大馬越) 

燃やせるゴミ(長野) 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

仕事納め式 

14 月 

 

11:25 

13:30 

燃やせるゴミ(長野) 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

29 火   

燃やせるゴミ(大馬越) 

年末休館 

15 火 
 

9:30 

燃やせるゴミ(大馬越) 

大正琴 
30 水  

年末休館 

※都合により変更になる場合があります。 31 木  年末休館  大晦日 

大馬越地区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会 令和 2年１２月のｶﾚﾝﾀﾞｰ 

 


